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創立60周年記念式典次第

	 日時 : 令和 8年 1月 13 日㈫　午前 11 時 30 分
	 場所 : 明治記念館「富士１」

　　　　１．開　会

　　　　２．国歌斉唱

　　　　３．主催者挨拶

　　　　４．表彰式

　　　　　　　　農林水産大臣感謝状

　　　　　　　　農林水産省大臣官房長感謝状

　　　　　　　　全国中小企業団体中央会会長表彰

　　　　　　　　一般財団法人食品産業センター会長感謝状

　　　　　　　　全国菓子工業組合連合会理事長特別表彰

　　　　　　　　全国菓子工業組合連合会理事長表彰

　　　　　　　　全国菓子工業組合連合会理事長感謝状

　　　　　　　　全国菓子工業組合連合会理事長特別感謝状

　　　　５．受賞者謝辞

　　　　６．来賓挨拶

　　　　７．閉　会
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主催者挨拶

全国菓子工業組合連合会
理事長　長沼　昭夫

　新年あけましておめでとうございます。
　全国菓子工業組合連合会創立六十周年記念式典の開催に当たり、主催者を代表いたしまし
て、一言ご挨拶申し上げます。
　本日は、公務ご多用の中、農林水産省河南総括審議官様、全国中小企業団体中央会及川常
務様、一般財団法人食品産業センター荒川理事長様をはじめ、多くのご来賓の皆様のご臨席
を賜り、また、全国各都道府県菓子工業組合から多数の皆様にご参集いただき、このように
盛大に記念式典を開催できますことは、主催者として誠に喜ばしい限りでございます。
　当連合会は、昭和四十年四月、「中小企業団体の組織に関する法律」に基づき、各都道府
県において中小菓子製造業者で構成される組合の連合会として設立されました。以来、ご臨
席の皆様方の温かいご指導とご支援、そして諸先輩方の並々ならぬご尽力により、幾多の試
練を乗り越えながら、組合員企業の発展に努め、本日、創立六十周年という大きな節目を迎
えることができました。ここに改めまして、関係各位に心より御礼申し上げるとともに、先
人のご努力に深く敬意を表する次第でございます。
　また、同年二月に設立されました全菓連共済ビルヂング株式会社も、本年、同じく還暦を迎
えました。同社は、今回も記念配当を実施するなど、当連合会の活動に対し、長年にわたり安
定した財政基盤を提供し、その運営を力強く支えてまいりました。ここに、ビルの建設・運営
に携わられた先人の皆様のご尽力に対し、改めて深甚なる感謝の意を表したいと存じます。
　さて、現在、組合員数の減少をはじめ、原材料費、人件費、光熱費の高騰など、全菓連および各
組合が取り組むべき課題は山積しております。こうした課題に真正面から向き合い、解決に向け積極
的に行動することが、組合への親近感や帰属意識の醸成につながるものと考えております。
　幸い、昨年は八年ぶりとなる全国菓子大博覧会を旭川市において開催することができました。
一時は菓子博の継続そのものが危ぶまれる局面もございましたが、北海道をはじめ全国の組合
員の皆様、そして多くの関係事業者の皆様の多大なるご協力により、盛会のうちに終えることが
できました。期待に胸を膨らませて来場され、大きなお菓子の袋を手に笑顔でお帰りになる来
場者の姿を目の当たりにし、改めて「お菓子が人を幸せにする力」を実感した次第でございます。
　本日をもって、全菓連は新たな時代へと歩みを進めます。この記念すべき日を契機として、全国
の関係者が心を一つにし、決意を新たに、次の時代に向けた取り組みを進めてまいりたいと存じます。
　また本日は、創立六十周年を記念し、ご来賓各位より、全菓連関係者に対し感謝状等を賜るこ
ととなっております。私どもにとりまして大きな励みとなるものであり、心より御礼申し上げます。
　結びに、ご列席の皆様のますますのご健勝とご発展、そして、わが国中小菓子業界の末永
い繁栄を祈念申し上げ、創立六十周年記念に当たってのご挨拶とさせていただきます。
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農林水産大臣祝辞

農林水産大臣
鈴木　憲和

　この度、全国菓子工業組合連合会が創立 60 周年を迎えられましたことを心からお慶び申
し上げます。皆様には、日頃から農林水産行政・食品産業行政の推進に格段の御理解・御協
力を賜り、厚くお礼を申し上げます。
　貴連合会におかれましては、昭和 40 年の創立以来長年にわたり菓子製造販売業界が抱え
る課題の解決に向けた取組や製造技術の高度化、食品の安全性の確保等を進め、業界の発展
に多大な貢献をされてこられたことに心より敬意を表します。
　さて、この 10 年を振り返りますと、原材料価格の高騰、自然災害の発生、新型コロナウ
イルス感染症のまん延等これまで経験したことのない様々な問題が発生いたしました。特に、
新型コロナウイルス感染症につきましては、世界的な行動制限により、観光者や訪日外国人
が減少し、各地の銘菓やお土産菓子を製造されている組合員の皆様におかれましても、大変
大きな影響を受けられたと承知しております。
　そのような中、理事長を始め、組合員の皆様におかれましては、変化する環境、多様化す
る消費者ニーズ等に向き合い、販売方法や新たな製品開発等創意工夫を重ね、菓子の安定供
給に寄与していただいているところでございます。
　菓子は、日本ならではの四季、地域の歴史や文化等を踏まえて作られているものが多く、
また、手に取り味わう人それぞれの記憶や想い出が重なりあう、人生の節目や日常のひとと
きに寄り添うかけがえのない、唯一無二の存在であると思っております。
　また、近年、訪日外国人の数は年々増加しており、これらの方々が滞在中に菓子を購入さ
れる割合が７割以上と非常に高い状況であることは、日本の菓子のもつ魅力が確かな形で伝
わっている証であると考えております。
　このようなインバウンド需要の動きを契機として、組合員の皆様におかれましては、今後、
国内のみならず、より一層海外マーケットも視野に入れて事業を展開されていくことをより
一層期待いたしております。農林水産省といたしましても、こうした取組をしっかり後押し
させていただく考えです。
　結びに、貴連合会におかれましては、創立 60 周年を一つの節目として、菓子業界の更な
る発展、直面する様々な課題解決に向け、組合員の皆様が一体となり御尽力いただくことを
ご期待申し上げますとともに、貴連合会と組合員の皆様の一層の御発展を祈念いたしまして、
お祝いの言葉とさせていただきます。
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祝　辞

総務大臣
林　芳正

　全国菓子工業組合連合会が創立 60 周年の佳節を迎えられ、記念誌を発刊されますことに、
心よりお祝いを申し上げます。永年にわたり我が国の菓子産業の振興と地域社会の発展に尽
力してこられた歴代役員並びに会員各位のご功績に対し、深甚なる敬意を表します。
　菓子は、古来より人々の暮らしに寄り添い、慶事や祭礼を彩り、世代を超えて心をつなぐ、
日本固有の文化と精神性を体現しております。各地には、風土や歴史に根ざした銘菓が数多
く息づき、それぞれが地域の誇りとして愛され続けています。こうした多様で豊かな菓子文
化を守り、未来へと受け継いでこられたことこそ、貴連合会 60 年の歩みの核心であると思
います。
　近年、食品安全の高度化や原材料価格の高騰、担い手不足など、中小菓子製造事業者を取
り巻く環境は厳しさを増しております。その中にあって、貴連合会が研修・技術支援、人材
育成、HACCP導入支援、共同事業推進など、幅広い取り組みを主導されていることは、業
界を力強く支え、地域経済の基盤を守る強靭な力となっています。
　さらに、多くの地域で若い世代の参加や新たな商品開発、観光との連携など、菓子を核と
した地方創生の潮流が生まれていることは、誠に心強い限りです。菓子は、単なる食の領域
にとどまらず、人々を惹きつけ、地域に足を運ばせ、交流と賑わいを生み出す多様な力を持
つ産業であります。地元の歴史や文化、物語を語る地域ブランド菓子は、地域の未来を切り
拓いていく重要な資源であり、観光振興や地域産業連携の中核を担う存在となっています。
　国政の場においても、地域の中小企業を支援し、菓子産業の発展と地方創生の実現に向け
た政策推進に全力を尽くしてまいります。伝統を大切にしつつ果敢に新たな挑戦を続けられ
る皆様の取り組みが、次の時代の日本の食文化、そして地域の活力をさらに輝かせるものと
確信しています。
　創立 60 周年という大きな節目を、新たな飛躍の起点として、貴連合会と会員皆様のます
ますのご発展、ご健勝を心より祈念し、祝辞といたします。
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全国菓子工業組合連合会創立60周年記念誌　祝辞

全国中小企業団体中央会
会長　森　洋

　全国菓子工業組合連合会が創立 60 周年を迎えられましたこと、心よりお慶び申し上げ
ます。
　全国菓子工業組合連合会は、昭和 40 年の設立以来、全国の菓子工業組合の中核的組織と
して、会員組合と連携し、菓子製造業に関する指導教育や各種共同事業に取り組むことで、
業界の健全な発展を牽引するとともに、所属員の発展、さらには社会の発展と国民生活の向
上等に多大な成果を上げてこられました。
　これもひとえに、設立から今日までの歴代会長の強いリーダーシップによる会員各位の強
い結束と連合会役職員のたゆまぬご尽力の賜物であると深く敬意を表する次第であります。
　さて、昨今の中小企業・小規模事業者にとって喫緊の経営課題は、人手不足と賃上げであ
ります。上記経営課題解決のためには、「中小企業対中小企業」「中小企業対小規模事業者」
の労務費等の価格転嫁の促進や、生産性向上のための省力化設備投資、マークアップ率向上
のための新分野・新事業の展開、従業員等のリ・スキリング等への対応が重要であります。
さらに、人手不足と賃上げの他にも、事業承継・事業引継ぎ、DX化を含めたデジタル活用、
SDGs への取組み、BCPの策定・運用等に積極的に対応することも求められており、経営環
境を巡る課題への対応が山積みとなっております。
　私ども全国中小企業団体中央会ではこれらの課題解決のため中小企業・小規模事業者が真
に必要とする施策の実現に努めるとともに、中小企業並びに中小企業連携組織のニーズに即
した事業展開を図り、引き続き皆様方をご支援させていただく所存でございます。
　結びに、全国菓子工業組合連合会におかれましても、創立 60 周年を契機として、連合会
役職員をはじめとする関係者の皆様方が気持ちを新たにされ、連携の力をさらに強固にし、
会員並びに所属員の発展のため、ご尽力下さることをお願い申し上げますとともに、全国菓
子工業組合連合会の更なるご発展を心よりご祈念申し上げ、お祝いのご挨拶と致します。
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創立60周年を祝して

一般財団法人　食品産業センター
会長　堀切　功章

　このたび、全国菓子工業組合連合会が 60 周年を迎えられましたことを心よりお慶び申し
上げますとともに、会員各位と長沼理事長を始め歴代理事長、役職員、関係者の皆様方の今
日までのご尽力に深く敬意を表します。
　貴連合会は、沖縄を除く 46 都道府県の菓子工業組合を直接の会員とした中小企業団体の
組織に関する法律に基づく商工組合連合会であり、昭和 40 年に設立されて以来、菓子原材
料の共同購入事業等、広範囲におよぶ主要な事業に携わられ、菓子業界の中核的団体として
我が国菓子産業の発展と国民の豊かな食生活の実現に多大な貢献をしてこられました。
　また、明治 44 年の初開催より約 4年ごとに全国各地で全国菓子大博覧会を進めてこら
れ、特に昨年の 5月から 6月にかけては、北海道 旭川市にて開催され、「SMILE SWEETS 
HOKKAIDO」をスローガンに、各都道府県菓子工業組合をはじめとする菓子団体及び協賛
企業のご協力を得ながら大成功に導かれました。
　政財界に目を移しますと、昨年は、与党再編や女性初の総理大臣が誕生するなど、大きな
節目の年であったように思います。いわゆる令和の米騒動など食料品の価格に注目が集まり、
食料をめぐる動きも大きかった年でありました。
　一方、食品産業は、気候変動や自然災害だけではなく、米国の関税措置のような予測困難
な政治情勢、不安定な中国との取引、原材料価格の不安定化、環境・人権はじめ、様々な社
会課題への対応を求められるなど、激しい環境変化にさらされています。
　このようななか、昨年 6月には、「食品等の持続的な供給を実現するための食品等事業者
による事業活動の促進及び食品等の取引の適正化に関する法律」、いわゆる「食料システム法」
が制定され、食科の持続的な供給ができる食料システムの確立を図るため、「合理的な費用
を考慮した価格形成」と「食品産業等の持続的な発展（新たな計画認定制度）」に関する施
策を一体として推進する枠組みが設けられました。
　私ども食品産業センターでは、食品産業を取り巻く、個社・個別団体では対応が困難な多
様な課題に対して、農林水産省のご指導の下、関係事業者・団体の方々と協力しながら、そ
の解決に向けて取り組んでまいります。
　結びに、全国菓子工業組合連合会が、引き続き菓子業界の振興に寄与し、益々御発展され
ますとともに、会員各位の社業のご繁栄を祈念申し上げて、お祝いの言葉といたします。



8

全国菓子工業組合連合会創立60周年を祝して

全日本菓子協会
会長　太田　栄二郎

　全国菓子工業組合連合会が創立 60 周年を迎えられましたことを心からお慶び申し上げ
ます。
　貴連合会は、昭和 40 年（1965 年）５月に「中小企業団体の組織に関する法律」に基づいて、
各都道府県菓子工業組合を会員とする「連合会」として設立されました。
　以来、60 年の長きにわたり、中小菓子製造事業者のために、小豆、雑豆などの原料の共
同購入・斡旋、衛生管理技術の向上、各種研修会の開催などを通じた製菓技術の向上、青年
部活動の支援を通じた後継者の育成などに積極的に取り組まれ、菓子産業の発展に大きく貢
献してこられました。ここにめでたく 60 周年を迎えられましたのも、ひとえに歴代の役員
並びに関係各位のこれまでのご尽力の賜物であり、心から敬意を表するものであります。
　貴連合会は、私ども全日本菓子協会の中核的な団体会員として、役員、組合員各位には、
常日頃から当協会の運営に多大なご支援、ご協力を頂いているところであります。
　特に、菓子業界にとって重要な菓子原料の安定調達、菓子需要喚起事業、外国人材の確保、
食品の表示問題などについては、私ども全日本菓子協会と一緒になって取り組んでいただい
ており、改めて感謝申し上げます。
　また、昨年は第 28 回全国菓子博・北海道が開催され成功裏に終了したところです。貴連
合会の皆様のご努力に改めて敬意を表すとともに、持続的な大会を目指した「旭川モデル」
が示されたところであり、全国各地で継続されることを期待しているところです。
　今後菓子業界は、我が国経済が「賃上げと物価上昇の好循環」の強い政府方針の下で長い
デフレからインフレへと局面が変わる中で、新しいフェーズに対応した経営が求められます。
また、SDGs などの課題への対応も一層も必要になります。いずれも関係者が一緒になって
取り組むべき課題であり、団体の果たす役割も従来以上に大きくなるものと見込まれます。
　貴連合会におかれましては、今回の創立 60 周年を契機として、長沼理事長を中心として、
今後、なお一層発展されますことをご祈念申し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。
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挨拶をする長沼理事長

記念式典会場内

記念式典及び祝賀会記録写真
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記念式典及び祝賀会記録写真

農林水産大臣感謝状

農林水産省大臣官房長感謝状

中小企業団体中央会感謝状
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記念式典及び祝賀会記録写真

一般財団法人食品産業センター感謝状

全国菓子工業組合連合会理事長特別表彰

全国菓子工業組合連合会理事長表彰
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記念式典及び祝賀会記録写真

全国菓子工業組合連合会理事長感謝状

全国菓子工業組合連合会理事長特別感謝状

小谷副理事長より謝辞
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記念式典及び祝賀会記録写真

一般財団法人食品産業センター荒川理事長より祝辞 中野衆議院議員より乾杯の発声

農林水産省河南総括審議官より祝辞 全国中小企業団体中央会及川常務より祝辞

鈴木農林水産大臣より祝辞 甘利元自民党幹事長より祝辞
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記念式典及び祝賀会記録写真
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農林水産省感謝状

■農林水産大臣感謝状（２名）

氏　名 全菓連役職 所属組合役職等

長沼　昭夫 全国菓子工業組合連合会理事長 北海道菓子工業組合理事長

小谷治郎平 全国菓子工業組合連合会副理事長 鳥取県菓子工業組合理事長

■農林水産省大臣官房長感謝状

氏　名 全菓連役職 所属組合役職等

神山　修一 全国菓子工業組合連合会副理事長 福島県菓子工業組合理事長
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全国中小企業団体中央会会長表彰（16名）
（全菓連役員在任期間順）

氏　名 全菓連役職 所属組合役職等

久村　俊昌 全国菓子工業組合連合会元副理事長 愛知県菓子工業組合元理事長

黒川　耕次 全国菓子工業組合連合会元副理事長 東京都菓子工業組合元理事長

竹内　晴久 全国菓子工業組合連合会常務理事 滋賀県菓子工業組合理事長

大谷　博国 全国菓子工業組合連合会理事 広島県菓子工業組合理事長

横山　長尚 全国菓子工業組合連合会理事 京都府菓子工業組合理事長

太田　　等 全国菓子工業組合連合会理事 新潟県菓子工業組合理事長

内田　長久 全国菓子工業組合連合会理事 山梨県菓子工業組合理事長

中原　正博 全国菓子工業組合連合会理事 佐賀県菓子工業組合理事長

宮武　孝昭 全国菓子工業組合連合会理事 岡山県菓子工業組合理事長

岩永　德二 全国菓子工業組合連合会元理事 長崎県菓子工業組合元理事長

刈谷　喜明 全国菓子工業組合連合会元理事 高知県菓子工業組合元理事長

佐藤　恒雄 全国菓子工業組合連合会元理事 新潟県菓子工業組合元理事長

丸山　道和 全国菓子工業組合連合会元理事 福岡県菓子工業組合元理事長

田中　健一 全国菓子工業組合連合会元理事 富山県菓子工業組合元理事長

西村　欣祐 全国菓子工業組合連合会監事 兵庫県菓子工業組合理事長

若月　正章 全国菓子工業組合連合会元監事 静岡県菓子工業組合元理事長
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一般財団法人食品産業センター感謝状（22名）
（全菓連役員在任期間、県順）

氏　名 全菓連役職 所属組合役職等

澤田　　誠 全国菓子工業組合連合会理事 岐阜県菓子工業組合理事長

上野　正光 全国菓子工業組合連合会理事 宮崎県菓子工業組合理事長

大槻　和行 全国菓子工業組合連合会理事 茨城県菓子工業組合理事長

塚本　　高 全国菓子工業組合連合会監事 秋田県菓子工業組合理事長

江川　清志 全国菓子工業組合連合会監事 東京都菓子工業組合理事長

和田　茂夫 全国菓子工業組合連合会監事 徳島県菓子工業組合理事長

岩田　英明 全国菓子工業組合連合会監事 鹿児島県菓子工業組合理事長

若山　忠義 青森県菓子工業組合理事長

菊地　　清 岩手県菓子工業組合理事長

近江　貴生 宮城県菓子工業組合理事長

沼尻　好彦 群馬県菓子工業組合理事長

中野　英幸 埼玉県菓子工業組合理事長

池田　尚史 千葉県菓子工業組合理事長

手塚　宏行 長野県菓子工業組合理事長

土井　宜博 静岡県菓子工業組合理事長

浦田　東一 石川県菓子工業組合理事長

森山　昌彦 和歌山県菓子工業組合理事長

福田　正義 島根県菓子工業組合理事長

吉岡　啓志 香川県菓子工業組合理事長

岡田　淳一 愛媛県菓子工業組合理事長

梅原　　朗 高知県菓子工業組合理事長

梅田　一弘 大分県菓子工業組合理事長
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全国菓子工業組合連合会理事長特別表彰（26名）
（県別、現元順）

氏　名 所属組合役職等

舩見　亮悦 青森県菓子工業組合元理事長

佐藤　文雄 青森県菓子工業組合元理事長

松倉　公一 山形県菓子工業組合元理事長

佐藤松兵衛 山形県菓子工業組合元理事長

石川　久行 群馬県菓子工業組合元理事長

鈴木　豊彦 千葉県菓子工業組合元理事長

黒須　公夫 千葉県菓子工業組合元理事長

宮島　淳郎 千葉県菓子工業組合元理事長

坂倉　真人 神奈川県菓子工業組合理事長

清水　隆雄 長野県菓子工業組合元理事長

松井　敏幸 富 山 県 菓 子 工 業 組 合 理 事 長

中尾　吉成 富山県菓子工業組合元理事長

渡邉　克明 富山県菓子工業組合元理事長

小出　　進 石川県菓子工業組合元理事長

髙木　慎司 石川県菓子工業組合元理事長

小森　文夫 岐阜県菓子工業組合元理事長

中井　啓祐 和歌山県菓子工業組合元理事長

山口　研二 島根県菓子工業組合元理事長

林　　不動 島根県菓子工業組合元理事長

藤縄　幸孝 鳥取県菓子工業組合元理事長

坪野　恒幸 山 口 県 菓 子 工 業 組 合 理 事 長

粟屋　克昭 山口県菓子工業組合元理事長

中野　英文 愛媛県菓子工業組合元理事長

秋丸真一郎 福 岡 県 菓 子 工 業 組 合 理 事 長

本田　時夫 長 崎 県 菓 子 工 業 組 合 理 事 長

佐藤　達夫 宮崎県菓子工業組合元理事長
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全国菓子工業組合連合会理事長表彰（183名）
■東北・北海道ブロック（36名）

組合名 氏　　　　　名

北海道
田村　　昇 田中　英雄 佐々木博史 北島　孝雄 佐藤　敏彦
久保　千秋 古川　一司 池田　光司

青森県 畑中　和紀 扇野　　繁 菊地　　浩 川嶋　将晃 大竹　正美
岩手県 小笠原　章 小野寺眞利 阿部　大司 小澤　　仁
宮城県 高橋　美江 高橋　耕一
秋田県 藤井　　明 軍司　信幸 小松　　彰 川口　雅丈 佐々木正昭

山形県
武田　佐雄 佐々木啓仁 本間　三雄 髙橋　良三 戸田　正宏
菅野　髙志 吉野　隆一 菊池　恒夫 渡部　隆一 片倉　敬輔

福島県 池田　　仁 本名善兵衛

■関東甲信越ブロック（48名）

組合名 氏　　　　　名

東京都
志村　光正 木本髙一朗 平塚　正幸 寺澤　光弘 齋藤　　実
細田　正樹 松本　政行 冨賀瀬正次 和田　哲也

茨城県
林　　太一 根本　高行 木内　政和 椎名　俊秀 大高　英雄
稲野辺　勉 小田　正浩 小林　正佳 小野　亮一 海老澤　満

栃木県
小泉　信秀 藤波　一博 斎藤友紀雄 和氣　幸雄 千本　博美
吉川　崇夫

群馬県 東山　　豊 松嶋　一郎 押見　照雄 武藤　　保
埼玉県 中島　祥夫 小川　政男
千葉県 上野　智弘 福島　英男 川村　晧二

神奈川県
笹川　邦義 伊藤　滋直 亀岡　　肇 柳　新一郎 内藤　米作
柳　　昌利 田中　敏治 田辺　太一 結城　敏夫 石井　敏治

山梨県 八巻　一夫 市川　悦郎
新潟県 吉田　邦明 加藤　　徹

■中部ブロック（20名）

組合名 氏　　　　　名

愛知県
近藤　博司 森　　清次 清水　正幸 山田　享司 鈴木　憲一
石川　行人 安部　隆三

三重県 佐々木慎二 川村　英俊 阪井　政男 川嶋　昭夫 大田　　久
静岡県 森田　　紀 府川　充宏 馬場　昌子 海野　武志
富山県 羽柴　進一
石川県 能崎　明夫
福井県 田中　義乃 岡嵜　幸誠
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全国菓子工業組合連合会理事長表彰

■近畿ブロック（19名）

組合名 氏　　　　　名
大阪府 井上　源造 岡部　友彦 桝井増太郎 松葉　善治

兵庫県
津曲　　孝 杉田　　肇 松井佐一郎 山野　　浩 藤原　義博
天野　　治 難波　正則

和歌山県 鈴木　一弘 西山　登夫 二宮　茂樹 山本　敦弘
京都府 藤田　幸雄 植田　耕爾 高島　義之 鈴鹿　且久

■中・四国ブロック（43名）

組合名 氏　　　　　名
広島県 中村靖富満 伊藤學人 法代地英雄 山本　浩矢 常本　　明

岡山県
前原　直道 稲葉　伸次 三村　芳孝 矢違　敏文 伊東　律雄
岡田　拓士 眞殿　重喜

島根県 鷦鷯　　順 松本　直樹 高見　雅章

鳥取県
岡本　栄伸 成谷　光博 藤縄　保彦　赤石　有平 藤縄　　真  
寺崎　一男

山口県 河村　知行 中谷　久志 堀永　敬臣

徳島県
山田　直人 山丸　義光 山丸　公夫 近藤　竜也 桑原　将人
西田陸太郎 多田　晃治

香川県 位野木　正 土居　保夫 千切谷多一朗 森　　博章

愛媛県
門脇　貞夫 川上　峻志 永易　眞文 垂水　　理 越智　秀司
村田　耕一

高知県 高橋　光雄 小笠原健一

■九州ブロック（17名）

組合名 氏　　　　　名
福岡県 五島郁太朗 納富　誠一
佐賀県 香月　道生

熊本県
北川　和喜 浅井　茂宏 青木　幸治 福田　聖也 片岡　圭助
立山　　学

大分県 森川　克己 荒巻　秀幸 松井　和樹 梶原　正臣
鹿児島県 渡辺　　勉 此元　正明 松元真一郎 馬場甚史朗
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全国菓子工業組合連合会理事長特別感謝状

氏　名 全菓連役職 所属組合役職等

齊藤　俊明 全国菓子工業組合連合会元理事長 岩手県菓子工業組合元理事長

（全菓連役職順）

氏　名 全菓連役職 所属組合役職等

堤　　公一 全国菓子工業組合連合会副理事長 熊本県菓子工業組合理事長

野村　泰弘 全国菓子工業組合連合会副理事長 大阪府菓子工業組合理事長

齋藤　高藏 全国菓子工業組合連合会副理事長 栃木県菓子工業組合理事長

平山　伸治 全国菓子工業組合連合会副理事長 福井県菓子工業組合理事長

福岡　洋介 全国菓子工業組合連合会元副理事長 奈良県菓子工業組合理事長

白松　一郎 全国菓子工業組合連合会元常務理事 宮城県菓子工業組合元理事長

岡　　幸男 全国菓子工業組合連合会理事 三重県菓子工業組合理事長

鈴木　隆一 全国菓子工業組合連合会理事 山形県菓子工業組合理事長

田口　芳信 全国菓子工業組合連合会元理事 大分県菓子工業組合元理事長

新倉　吉晴 全国菓子工業組合連合会元理事 北海道菓子工業組合元理事長

北條　正明 全国菓子工業組合連合会元理事 神奈川県菓子工業組合元理事長

北野　茂樹 全国菓子工業組合連合会元理事 岐阜県菓子工業組合元理事長

髙野　博道 全国菓子工業組合連合会元理事 群馬県菓子工業組合元理事長

井上　　賢 全国菓子工業組合連合会元理事 兵庫県菓子工業組合元理事長

志村　武彦 全国菓子工業組合連合会元監事 山梨県菓子工業組合元理事長

小泉　泰方 全国菓子工業組合連合会元監事 愛媛県菓子工業組合元理事長

岡田　健次 徳島県菓子工業組合元理事長

比良田輝明 鹿児島県菓子工業組合元理事長

全国菓子工業組合連合会理事長感謝状（18名）
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年 季 氏　　名 受章時の役職 叙勲 褒章
平成 27 春 面澤　義昌 全国菓子工業組合連合会副理事長（茨城県） 旭小

高橋　光雄 高知県菓子工業組合副理事長 旭双
鈴木　　守 岩手県菓子工業組合元副理事長 旭双
比良田輝明 鹿児島県菓子工業組合副理事長 瑞双
土井　康司 大阪府菓子工業組合員 藍綬

秋 村中　正洋 元福井県菓子工業組合理事長 旭双
有本　啓治 広島県菓子工業組合員 旭双
伊藤　文一 神奈川県菓子工業組合副理事長 旭単
喜多　義祐 徳島県菓子工業組合理事 旭小
大山　　誠 茨城県菓子工業組合理事 旭双
北野　茂樹 岐阜県菓子工業組合元理事長 旭双
武田吉太郎 秋田県菓子工業組合理事 旭双
津曲　　孝 兵庫県菓子工業組合常任理事 黄綬
柘植　　豊 愛知県菓子工業組合員 黄綬
井上　　務 岩手県菓子工業組合元副理事長 藍綬
畑田　達志 愛媛県菓子工業組合 藍綬

28 春 高橋　弘之 元全国菓子工業組合連合会理事（千葉県） 旭小
羽柴　進一 富山県菓子工業組合副理事長 瑞双
齋藤　高藏 全国菓子工業組合連合会理事（栃木県） 藍綬

秋 田村日出男 全国菓子工業組合連合会副理事長（香川県） 旭双
北川　玉一 愛知県菓子工業組合員 瑞単

29 春 白松　一郎 全国菓子工業組合連合会常務理事（宮城県） 旭双
森本　吉勝 北海道菓子工業組合員 旭単

秋 北條　正明 全国菓子工業組合連合会監事（神奈川県） 旭双
小松　　務 岩手県菓子工業組合員 旭双
井上　　賢 兵庫県菓子工業組合理事長 黄綬
谷崎　　勉 徳島県菓子工業組合員 黄綬

30 春 堤　　公一 全国菓子工業組合連合会副理事長（熊本県） 旭双
細内　　進 東京都菓子工業組合副理事長 旭双
小滝　鋭司 群馬県菓子工業組合元理事長 瑞単

秋 新倉　吉晴 元全国菓子工業組合連合会理事（北海道） 旭双
岡田　健次 元徳島県菓子工業組合理事長 旭単
高家　昌昭 元京都府菓子工業組合副理事長 瑞単
西村　欣祐 兵庫県菓子工業組合副理事長 黄綬
清水　利仲 愛知県菓子工業組合員 黄綬
不老　安正 福岡県菓子工業組合員 黄綬

令和元 春 梅原　陸男 静岡県菓子工業組合員 瑞単
秋 杉山　孝俊 元全国菓子工業組合連合会副理事長（静岡県） 旭双

田口　芳信 全国菓子工業組合連合会理事（大分県） 旭双
吉田　栄一 元全国菓子工業組合連合会監事（富山県） 旭双
根本　義一 元千葉県菓子工業組合理事 瑞双
佐々木　勝 千葉県菓子工業組合理事 瑞単
福原　敏晃 兵庫県菓子工業組合副理事長 黄綬

2 春 髙野　博道 元全国菓子工業組合連合会理事（群馬県） 旭双
菊地　昭夫 静岡県菓子工業組合理事 旭双
竹尾　博光 三重県菓子工業組合員 旭双
三ツ山一明 栃木県菓子工業組合理事 瑞双
浅井　茂宏 熊本県菓子工業組合専務理事 黄綬

（敬称略）
全菓連50周年（平成27年）以降の菓子工業組合関係叙勲・褒章受章者名簿
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年 季 氏　　名 受章時の役職 叙勲 褒章
令和 2 秋 望月　　進 鳥取県菓子工業組合員 旭小

井上　源造 大阪府菓子工業組合副理事長 旭双
神戸　武士 全国菓子工業組合連合会理事（埼玉県） 旭双
松葉　善治 大阪府菓子工業組合相談役 旭双
堀本　京子 和歌山県菓子工業組合員 旭単
大島　陽二 東京都菓子工業組合員 黄綬
將野　義雄 京都府菓子工業組合理事 黄綬

3 春 山本　　領 全国菓子工業組合連合会顧問 瑞中
平塚　正幸 東京都菓子工業組合副理事長 旭小
藤波　一博 栃木県菓子工業組合常務理事 旭小
千切谷多一朗 香川県菓子工業組合副理事長 旭双
軍司　信幸 秋田県菓子工業組合副理事長 瑞単
赤塚　　弘 元千葉県菓子工業組合理事 黄綬
笹川　悦生 新潟県菓子工業組合員 藍綬

秋 齊藤　俊明 全国菓子工業組合連合会理事長（岩手県） 旭中
村岡　安廣 佐賀県菓子工業組合理事 旭小
藤井　　明 秋田県菓子工業組合監事　 旭小
水出　文夫 群馬県菓子工業組合理事 旭双
中島　孝夫 大阪府菓子工業組合副理事長 旭単
一関　宏悦 秋田県菓子工業組合理事 旭単
赤沼　利彦 岩手県菓子工業組合員 瑞単
畑中　和紀 青森県菓子工業組合副理事長 黄綬

4 春 奥野　和夫 全国菓子工業組合連合会監事 瑞小
平山　伸治 全国菓子工業組合連合会理事（福井県） 旭双
河合　秀矩 愛知県菓子工業組合副理事長 旭双

秋 石川　久行 群馬県菓子工業組合理事長 黄綬
5 春 森田　　紀 静岡県菓子工業組合理事 旭双

宮崎　　曻 神奈川県菓子工業組合代議員 黄綬
秋 齋藤　高藏 全国菓子工業組合連合会副理事長（栃木県） 旭小

松井佐一郎 兵庫県菓子工業組合常任理事 旭単
井筒　英治 兵庫県菓子工業組合理事 旭単
堀　　　昭 北海道菓子工業組合員 旭単
北川　和喜 熊本県菓子工業組合副理事長 黄綬

6 春 岡　　幸男 全国菓子工業組合連合会理事（三重県） 旭双
川嶋　昭夫 三重県菓子工業組合理事 旭双
森　　博章 香川県菓子工業組合理事 旭双
田村　　昇 北海道菓子工業組合副理事長 旭単
中丸　眞治 山梨県菓子工業組合員 旭単

秋 鈴木　隆一 全国菓子工業組合連合会監事（山形県） 旭小
井上　　賢 元全国菓子工業組合連合会理事（兵庫県） 旭双

7 春 佐野　靖夫 兵庫県菓子工業組合副理事長 旭双
宮地　由高 群馬県菓子工業組合員 旭双

秋 鈴鹿　且久 京都府菓子工業組合副理事長 旭双
田丸　道哉 京都府菓子工業組合員 旭単

（敬称略）
全菓連50周年（平成27年）以降の菓子工業組合関係叙勲・褒章受章者名簿

旭中：旭日中綬章 瑞中：瑞宝中綬章 黄綬：黄綬褒章
旭小：旭日小綬章 瑞双：瑞宝双光章 藍綬：藍綬褒章
旭双：旭日双光章 瑞単：瑞宝単光章
旭単：旭日単光章
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記念式典出席者名簿

県名 役職 氏名 役職 氏名 役職 氏名

北海道 理 事 長 長沼　昭夫 副理事長 水上　　崇 専務理事 久木　利弘

青森県 理 事 長 若山　忠義 元理事長 舩見　亮悦

岩手県 理 事 長 菊地　　清 前理事長 齊藤　俊明

宮城県 理 事 白松　一郎

秋田県 理 事 長 塚本　　高 副理事長 小国　輝也

山形県 理 事 長 鈴木　隆一 理事・顧問 松倉　公一 理事・顧問 佐藤松兵衛

福島県 理 事 長 神山　修一 副理事長 本名善兵衛 理 事 池田　　仁

東京都 理 事 長 江川　清志 前理事長 黒川　耕次

茨城県 理 事 長 大槻　和行 副理事長 根本　高行

栃木県 理 事 長 齋藤　高藏 副理事長 小泉　信秀 副理事長 藤波　一博

群馬県 理 事 長 沼尻　好彦 元理事長 髙野　博道

埼玉県 理 事 長 中野　英幸 副理事長 石川　雅雄

千葉県 理 事 長 池田　尚史 理 事 宮島　淳郎

神奈川県 理 事 長 坂倉　真人 副理事長 齊藤　　潔

山梨県 理 事 長 内田　長久 専務理事 市川　悦郎

長野県 理 事 長 手塚　宏行 事務局長 廣田　謙一

新潟県 理 事 長 太田　　等 理 事 加藤　　徹

愛知県 理 事 長 後藤　　敬 前理事長 久村　俊昌

岐阜県 理 事 長 澤田　　誠 元理事長 小森　文夫 元理事長 北野　茂樹

三重県 理 事 長 岡　　幸男 副理事長 佐々木慎二

静岡県 理 事 長 土井　宣博 前理事長 若月　正章 副理事長 戸塚　裕一

富山県 理 事 長 松井　敏幸

石川県 理 事 長 浦田　東一 前理事長 髙木　慎司

福井県 理 事 長 平山　伸治 副理事長 田中　義乃 専務理事 岡嵜　幸誠

大阪府 理 事 長 野村　泰弘

兵庫県 理 事 長 西村　欣祐

滋賀県 理 事 長 竹内　晴久

和歌山県 理 事 長 森山　昌彦

奈良県 理 事 長 福岡　洋介

京都府 代表理事 横山　長尚 理 事 藤田　幸雄 監 事 高島　義之
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県名 役職 氏名 役職 氏名 役職 氏名

広島県 理 事 長 大谷　博国

岡山県 理 事 長 宮武　孝昭

島根県 副理事長 小西　伸明

鳥取県 理 事 長 小谷治郎平 事務局長 小谷　直大

山口県 理 事 長 坪野　恒幸 副理事長 粟屋　克昭

徳島県 理 事 長 和田　茂夫 常任理事 岡田　健次

香川県 理 事 長 吉岡　啓志

愛媛県 代表理事 岡田　淳一

高知県 理 事 長 梅　　原朗 前理事長 刈谷　喜明

福岡県 前理事長 丸山　道和 副理事長 入江　雅彦

佐賀県 理 事 長 中原　正博 専務理事 香月　道生

長崎県 理 事 長 本田　時夫 副理事長 森　　　淳

熊本県 理 事 長 堤　　公一 副理事長 北川　和喜

大分県 理 事 長 梅田　一弘 前理事長 田口　芳信

宮崎県 理 事 長 上野　正光 前理事長 佐藤　達夫

鹿児島県 理 事 長 岩田　英明 顧 問 比良田輝明

全菓連

理 事 長 長沼　昭夫（再掲） 副理事長 堤　　公一（再掲） 副理事長 小谷治郎平（再掲）

副理事長 野村　泰弘（再掲） 副理事長 齋藤　高藏（再掲） 副理事長 平山　伸治（再掲）

副理事長 神山　修一（再掲） 専務理事 吉田　竹志 常務理事 竹内　晴久（再掲）

理 事 鈴木　隆一（再掲） 理 事 大槻　和行（再掲） 理 事 内田　長久（再掲）

理 事 太田　　等（再掲） 理 事 澤田　　誠（再掲） 理 事 岡　　幸男（再掲）

理 事 横山　長尚（再掲） 理 事 大谷　博国（再掲） 理 事 宮武　孝昭（再掲）

理 事 中原　正博（再掲） 理 事 上野　正光（再掲） 監 事 塚本　　高（再掲）

監 事 江川　清志（再掲） 監 事 後藤　　敬（再掲） 監 事 西村　欣祐（再掲）

監 事 和田　茂夫（再掲） 監 事 岩田　英明（再掲） 監 事 奥野　和夫

前理事長 齊藤　俊明（再掲） 青年部部長 竹本　洋平

事務局
事務局長 渡辺嘉一郎 部 長 茂木　　梢 課 長 黒木　明子

課 長 供田　　参 職 員 野津原　梢 元 職 員 林　みどり

97名

記念式典出席者名簿
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団体名／会社名 役職名 御芳名

農林水産大臣  鈴木　憲和

自由民主党 元幹事長 甘利　　明

農林水産省大臣官房 総括審議官（新事業・食品産業） 河南　　健

農林水産省大臣官房　新事業・食品産業部 食品製造課　課長 野添　剛司

農林水産省大臣官房　新事業・食品産業部 食品製造課　食品第２班　課長補佐 武田　浩司

農林水産省大臣官房　新事業・食品産業部 食品製造課　食品第２班　菓子係長 石田　千草

全国中小企業団体中央会 常務理事 及川　　勝

一般財団法人食品産業センター 理事長 荒川　　隆

公益社団法人日本食品衛生協会 総務部部長 新田　　譲

全日本菓子協会 専務理事 鶴見　和良

全日本菓子協会 常務理事 原田　英明

全日本菓子協会 事務局長 片田　　賢

全国和菓子協会 筆頭専務理事 藪　　光生

全国和菓子協会 専務理事 西村　公利

一般社団法人日本洋菓子協会連合会 会長 島田　　進

一般社団法人日本洋菓子協会連合会 専務理事 石黒　莞治

一般社団法人日本洋菓子協会連合会 事務局長 持田　謙二

協同組合全日本洋菓子工業会 理事長 小澤　俊文

協同組合全日本洋菓子工業会 専務理事 河合　　弘

全国米菓工業組合 事務局長 那須　慎吾

全国半生菓子協会 会長 佐野　　晋

日本菓子教育センター 顧問 髙井　和明

日本菓子教育センター 事務局 黒崎　恵子

日本菓子教育センター 事務局 和知　珠世

全国飴菓子工業協同組合 事務局長 古澤　　泉

全日本菓子工業協同組合連合会 事務局長 古澤　　泉

全国油菓工業協同組合 専務理事 中野　万博

一般社団法人全国ビスケット協会 専務理事 島田　　純

日本チョコレート・ココア協会 専務理事 芳澤　慶太

日本チョコレート・ココア協会 事務局長代理 藤田　康子

全国菓子卸商業組合連合会 理事長 戸澤　　亨

全国菓子卸商業組合連合会 専務理事 酒井　宏通

60周年記念祝賀会　ご出席者名簿 （順不同 /敬称略）
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（順不同 /敬称略）60周年記念祝賀会　ご出席者名簿

団体名／会社名 役職名 御芳名

商業組合首都圏お菓子ホールセラーズ 理事長 小黒　敏行

商業組合首都圏お菓子ホールセラーズ 事務長 三田　明子

日本菓子 BB 協会 常務理事 笠原　浩児

一般社団法人東京菓子協会 理事 寺澤　光弘

学校法人日本菓子学園 理事長 黒田　　寛

日本菓子専門学校 校長 三浦　秀一

日本菓子協会東和会 顧問 鎌田　克幸

東京製菓学校 校長 梶山　浩司

東京製菓学校 教育部長 益田一亜輝

公益財団法人日本豆類協会 参与 伊藤　充典

一般社団法人全国豆類振興会 専務理事 角谷　徳道

雑穀輸入協議会 理事長 山名　律子

雑穀輸入協議会 副理事長 甘糟薫一郎

精糖工業会 専務理事 德田　正一

全国穀物商協同組合連合会 事務局長 柴田　由子

全国穀類工業協同組合 専務理事 三上　伸治

協同組合日本製パン製菓機械工業会 事務局次長 黒木　利明

全国米穀販売事業共済協同組合 業務部次長 栁澤　秦司

全国米穀販売事業共済協同組合 業務部係長 有田　且未

日本マーガリン工業会 専務理事 岩濱　洋海

全国農業協同組合連合会　 米穀部原材料課　課長 名取　和宏

全国主食集荷協同組合連合会 常務理事 平沢愛一郎

製粉協会 専務理事 佐々木康雄

一般財団法人製粉振興会 理事長 佐藤　秀夫

一般財団法人製粉振興会 専務理事 久保田一郎

一般社団法人日本包装機械工業会 専務理事 金澤　　信

全国調理食品工業協同組合 専務理事 柴田　昌美

ホクレン農業協同組合連合会 東京支店農産課　課長 鮫島　　武

ホクレン農業協同組合連合会 東京支店農産課　係長 長谷川佑太

株式会社竹中工務店 渋谷・青山地区ＦＭセンター　所長 柴田　崇史

株式会社竹中工務店 渋谷・青山地区ＦＭセンター　設備長 守屋　寿紀

株式会社製菓実験社 編集部　部長 芹澤　賢次
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60周年記念祝賀会　ご出席者名簿 （順不同 /敬称略）

団体名／会社名 役職名 御芳名

株式会社製菓実験社 編集部 長谷川航大

株式会社カジワラ 営業本部部長 半澤　太治

レオン自動機株式会社 営業本部国内営業統括部長 鶴見　吉明

ＡＮＺＥＮ・ＰＡＸ株式会社 相談役 尾関　武男

ＡＮＺＥＮ・ＰＡＸ株式会社 代表取締役社長 尾関　　勇

ＡＮＺＥＮ・ＰＡＸ株式会社 マーケティング部担当部長 舘野　恵幸

株式会社神明 マネージャー 田代　晃二

株式会社サンライフーズ 代表取締役社長 山瀬　丈夫

群馬製粉株式会社 代表取締役社長 山口　博之

株式会社アオキ 代表取締役 小塩良志子

東京海上日動火災保険株式会社 主任 小池　瑞希

東京海上日動火災保険株式会社 主任 石神　紗椰

有限会社ユアスタイル 代表取締役 平田　　稔

小野総合法律事務所 パートナー弁護士 湯尻　淳也

小野総合法律事務所 弁護士 横田　卓也

小野総合法律事務所 弁護士 矢﨑　航平

株式会社事業パートナー 代表取締役 松本　光輝

ＨＲｔｅｐ株式会社 代表取締役 津賀平隆治

マックス株式会社 課長 大森　賀之

株式会社デリコ 営業本部長 武田　正貴

三幸オフィスマネジメント株式会社 部長代理 国本　英信

全国菓子工業組合連合会 ＨＡＣＣＰ認定審査委員長 中村　恒美

全国菓子工業組合連合会 ＨＡＣＣＰ認定審査委員 久保田　徹
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全国菓子工業組合連合会及び全菓連共済ビルヂング株式会社
設　立　の　経　緯

　全国菓子工業組合連合会 （ 以下、「全菓連」という。） は、「中小企業団体の組織に関する
法律」 （昭和 32 年法律第 185 号） に基づく団体で、都道府県菓子工業組合を会員とする「連
合会」として昭和 40 年４月１日に設立され、５月６日に農林大臣の設立認可を受けました。

　全菓連の前身は、「中小企業等協同組合法」（昭和 24 年法律第 181 号）に基づき、都道府
県菓子協同組合を会員とする「連合会」として昭和 26 年に設立された全国菓子協同組合連
合会 （ 以下、「全菓協連」という。） です。

　全菓協連の主な事業は、当時輸入割当制度のもとにあった砂糖等の取扱でした。しかしな
がら、近い将来輸入砂糖が自由化されれば取扱量が減少すると想定されたことから、安定収
入が見込める会館建設が検討されるようになりました。
　そうした検討を踏まえ、当時事務所を置いていた三田の地から南青山に所を移して昭和
39 年に「全菓連ビル」（地下１階地上９階建） が完成しました。

　しかし、全菓連ビルは、全菓協連が建てたビルですので協同組合法の利用特例が適用され
員外利用は２割以内に制限されます。関係者による協議の結果、貸しビル業を行いその利益
を全菓協連及び会員組合の運営の強化に資するという所期の目的を達成するため、株式会社
によりビルの運営管理を行うこととして昭和 40 年２月 15 日に全菓連共済ビルヂング株式会
社 （設立登記も同じ日） が設立されました。
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歴代理事長写真紹介

初代　若原 譲 理事長
（昭和 40 年 4 月～昭和 62 年 5 月）

三代　鶴木 直政 理事長
（平成 3年 5月～平成 5年 5月）

五代　岡本 楢雄 理事長
（平成 13 年 5 月～平成 26 年 5 月）

二代　加藤 金之助 理事長
（昭和 62 年 5 月～平成 3年 5月）

四代　古谷 富雄 理事長
（平成 5年 5月～平成 13 年 5 月）

六代　大窪 幹夫 理事長
（平成 26 年 5 月～平成 29 年 6 月）

七代　齊藤 俊明 理事長
（平成 29 年 6 月～令和 5年 6月）

八代　長沼 昭夫 理事長
（令和 5年 6月～）
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写真で見る全菓連ビル改装の変遷

・�全菓連ビル耐震工事後（平成 20 年７月）の外観
・�正面に７本の杭を地下深く打ち土台を作り、そ
の上に新たな柱を作リビル正面全体に鉄筋で接
合し補強しています。併せてカーテンウォール
の張り替えも行いました。

・全菓連ビル完成時の外観
・正面の茶色い部分はレンガ

・�全菓連ビル最初の改装
後（昭和 63 年）の外観
・カーテンウォール
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和暦 西暦 当会及び菓子業界等関係 社会情勢関係

昭和40年 1965 「全国菓子工業組合連合会」設立 佐藤栄作第１次改造内閣
　　　　（農林大臣認可：昭和40年５月６日）
（法的根拠:中小企業団体の組織に関する法律（昭和32年
法律185号）
「全菓連共済ビルヂング株式会社」設立 ソ連、初の宇宙遊泳に成功
　　　　（登記：昭和40年２月15日）

第16回全国菓子大博覧会（秋田市）
名誉総裁　高松宮宣仁親王殿下
会長　藤井　馨（秋田県菓子工業組合理事長）
期間：４月25日～５月５日の11日間
（明治44年第１回帝国菓子飴大品評会が始まり、戦後の昭
和27年横浜市で第12回菓子博が開催され復活）

日韓基本条約調印

インド、パキスタン両軍がカシミー
ルで衝突

第20回全国菓子業者大会
　　 　　（次回菓子博を北海道と決定）

朝永振一郎ノーベル物理学賞

全菓連菓業青年会大会開催
（青年部役員で活躍した人：佐賀県元石・茨城県木村・秋
田県藤井・全菓連石見・福岡県北村・京都府津田・三重
県藤波各氏）

アメリカ、北ヴェトナムヘ空爆開始
（北爆）

糖価安定法が成立。砂糖価格キロ30円の引き上げ
となる。

戦後初の国債発行が決まる。

全菓連ビル全館入室完了 マレーシアからシンガポール独立

第1回全国菓子技能競技大会
　　　　（新宿小田急百貨店で開催）
　　　　（小川宏ショーで放映）

日本原子力東海発電所
初の営業用原子力発電に成功

昭和41年 1966 「製菓衛生師法」施行される。 戦後発の赤字国債発行

「工業組合」未結成県に対し促進運動盛り上げ
（未結成５）

全日空機羽田沖墜落など航空機事故
多発

「JCクラブ」（ジャパン・コンフェクショナリー・
クラブ）結成

総人口１億人突破

全国菓子協会など全国12団体と森永、明治など４社 ビートルズ来日

昭和42年 1967 初の「製菓衛生師」が誕生する。
（製菓衛生師の資格認定試験各地で実施される）

ヨーロッパ共同体（EC）成立

「㈳日本菓子教育センター」設立 美濃部都政誕生

全菓連 60 年の歩み（年表）
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和暦 西暦 当会及び菓子業界等関係 社会情勢関係

「製菓衛生師読本」発行さる。 厚生省は、人工着色料「緑色一号」
を使用禁止

大手パンメーカーの菓子への進出高まる。 厚生省は、人工甘味料「ズルチン」
を使用禁止

建国記念日に全国的に「建国だんご」の販売を決定 テレビ受信契約2000万突破

食品衛生法の改正により食品の表示方法施行される。 日本は、GNPが米国、西ドイツに次
いで世界第３位となる。

昭和43年 1968 第17回全国菓子大博覧会（札幌市）
名誉総裁　高松宮宣仁親王殿下
会長　古谷　辰四郎（北海道菓子協会会長）
期間：６月６日から17日の12日間

川端康成ノーベル文学賞

第21回全国業者大会が札幌市で開催
　　　　（次回の開催地を鹿児島と決定）

東京・府中市で「三億円奪取事件」

技術導入自由化が実施される。 わが国初の超高層ビルである「霞が
関ビル」完成

スーパー店舗のデラックス化が進む。 日本初の心臓移植手術

全菓連主催のスイス・ドイツ菓子講習会を開催　
講師：K・H・シュミード

日本に小笠原諸島返還

昭和44年 1969 第22回全国業者大会開催 ニクソンがアメリカ大統領に

全菓連共済制度発足 経済界の好況と人手不足が深刻化す
る。（中卒女子初任給２万円以上）

砂糖製造の大手４社、日糖、台糖、明治、名糖の
決算が黒字となる。

米国の「アポロ11号」が月面着陸に
成功

東京菓子業界で「統一伝票」実施 全共闘学生による「東大安田講堂」
封鎖

記録的な冷夏と長雨で夏物商品が大打撃 日本初の原子力船「むつ」浸水

全菓連菓業青年会講習会開催
テーマ：経営者は未来にどう挑戦するか

厚生省は、人工甘味料「チクロ」を
使用禁止

全菓連主催のアメリカ西武菓子業界視察
ヘルムス製菓会社（ロス）等を視察

フランス大統領にポンピドゥー

昭和45年 1970 第23回全国菓子業者大会開催 中国の台湾政府に変わって北京政府
が国連加盟
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和暦 西暦 当会及び菓子業界等関係 社会情勢関係

全菓連主催の「欧州菓子技術研修視察団」：フラ
ンスラ・サンミッシェル協会等で研修

大阪・吹田で「万国博覧会」が開催さる。

食品衛生法改正により食品添加物規制が強化され、
表示の義務化へ

国産人口衛星「おおすみ」

大手メーカーが本格的にスナック菓子の量産を始
め、スナック食品ブームとなる。

よど号「ハイジャック事件」

「ヤマザキ・ナビスコ」が発足 作家の「三島由紀夫」が新宿区市ヶ
谷陸上自衛隊東部方面総監室で割腹
自殺

「全国菓子産業連盟」発足 「カップヌードル」登場

昭和46年 1971 ６月チューインガム、９月キャンデー、チョコレー
ト等すべての菓子が自由化された。

ドルショック（米ドル防衛策）

第１回モバックショウ（大阪）
日本菓子BB協会が設立される。

「沖縄」返還協定調印式

菓子製造設備機械の耐用年数２ヶ年短縮決定 環境庁発足

公取委がキャンディー、ガムなど「無果汁」表示
を義務化

日本が「国連安保理事国」となる。

昭和47年 1972 全菓連主催の香港・マカオ国際自由市場業務視察 ニクソン大統領が中国・ソ連訪問

スーパーの販売額が百貨店の販売額に肉薄 グアム島のジャングルで元日本兵の
「横田庄一」氏発見

第２回モバックショウ（東京）
大手ガムメーカーが「フタル酸エステル」の使用
を自主的に中止

山陽新幹線（新大阪～岡山）開通

全国飴菓子工業協同組合創立総会 「日本列島改造論」を田中角栄通産
相が発表

「知っておきたい菓子関係法規集」発行 田中角栄内閣発足

昭和48年 1973 サッカリン使用禁止へ
　　　（すでにズルチン、チクロは使用禁止）

石油ショック　物価高騰
「トイレットペーパーなどの買い占め」

第18回全国菓子大博覧会（鹿児島市）
名誉総裁　高松宮宣仁親王殿下
会長　有村　栄蔵（鹿児島県菓子工業組合理事長）
期間：２月15日から26日の12日間

貿易の自由化は100％となり、あら
ゆる産業が国際化時代を迎える。
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和暦 西暦 当会及び菓子業界等関係 社会情勢関係

第24回全国菓子業者大会
　　　（次回開催地は静岡に決定）

江崎玲於奈ノーベル物理学賞

自主流通もち米契約栽培制度発足 第４次中東戦争勃発

㈳日本菓子教育センター解散 大規模小売店法公布

昭和49年 1974 砂糖価格高騰、国は対策として消費節約をよびか
けた。

インド、初の原爆実験

自主流通もち米契約栽培購入申込、23県菓子工業
組合に増加となる。

佐藤栄作ノーベル平和賞

日本ポテトチップ協会設立 フォード米大統領初来日

全国菓子技能競技大会実行委員会設置 ルパング島から『小野田元少尉』を
救出
三木武夫内閣発足

昭和50年 1975 和洋菓子パン製造に技能検定試験が実施され、全
国に初の1級、2級技能士が誕生する。

新幹線「博多」まで開通

10周年記念功労者表彰大会
東京会館で総会の後挙行
第３回モバックショウ（大阪）

ヴェトナム戦争終結

第２回全国菓子技能競技大会
日本橋三越百貨店で開催
（優勝者和菓子：安永氏、洋菓子：島川氏が小川
宏ショーへ出演、菓子造りを披露）

日本女子登山隊、女性初のエベレス
ト登頂に成功

全菓連ビル㈱年5.6％の配当開始 中国縦貫自動車道開通

全菓連ビル本館に併設して新館を増築 沖縄海洋博開幕

昭和51年 1976 山崎パンの中小企業分野への進出により、団体法
に基づく「特殊契約」実現に向けて交渉

ロッキード事件

全菓連と「了解事項」調印

「日本菓子教育センター」発足
全菓連は会員となる。

「モントリオール」オリンピック開幕

「技能検定試験」開始 福田赳夫内閣発足
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和暦 西暦 当会及び菓子業界等関係 社会情勢関係

昭和52年 1977 第19回全国菓子大博覧会（静岡市）
名誉総裁　高松宮宣仁親王殿下
会長　高須　成一（静岡県菓子工業組合理事長）
期間：２月15日から26日の12日間

カーターアメリカ大統領

第４回モバックショウ（東京）
第25回全国菓子業者大会
（次回開催地は、議長団預かりとなり、後日東京と決定）

海洋２法成立、領海12カイリ、漁業
水域200カイリ時代へ

「中小企業の事業活動の機会の確保のための大企
業者の事業活動の調整に関する法律」成立

初の気象衛星「ひまわり」打ち上げ

日豪砂糖交渉妥結 王選手世界最高756号

全菓連主催のアメリカ菓子業界視察
アメリカ国際製菓工業博覧会等を視察

１ドル240円を割る、円高不況深刻化。
企業倒産18,500件余りで記録更新

昭和53年 1978 全菓連、製菓機械・装置の耐用年数短縮のため実
態調査実施

日中平和友好条約調印

全菓連主催ヨーロッパ菓子業界視察 大平正芳内閣発足
ル・ノートル菓子学校、リッチモン製菓学校等を
視察

日本FC協会が調査実施。PB（プライベートブラ
ンド）主流に

１ドル180円を割る。円が急速に強
くなる。

全菓連主催の台湾原材料調査視察 人類初の「試験管ベビー」（体外受
精児）誕生

昭和54年 1979 全菓連主催のアメリカ・メキシコ原材料視察
TURIN社、LANCE社、MAFER社訪問

アメリカ・中国、国交回復

「和菓子の日」制定
　　　（全国和菓子協会）

ソ連、アフガニスタンヘ進攻

第５回モバックショウ（大阪）

ケルン見本市出展・新しいスナック「米菓」人気 第２次オイルショック

全菓連主催のカナダ原材料視察調査
（メープル・リーフ・ミルズ社、ロビンフッド・
マルチフーズ社等を視察）

円が急落する。
１月190円から11月には250円

全菓博小委員会開催
第20回菓子博開催を東京に懇請

イランでアメリカ大使館占拠事件

菓子と虫歯について日本歯科医師会と懇談 イギリスで女性初の首相
「サッチャー政権」発足
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和暦 西暦 当会及び菓子業界等関係 社会情勢関係

全菓連は農林水産大臣より優良組合として表彰さる。 韓国、朴大統領暗殺さる。

昭和55年 1980 全菓連創立15周年記念祝賀式典
　　（帝国ホテル・大平首相臨席）

ユーゴスラヴィアのティトー大統領
死去

第１回ホワイトデー開催 大平正芳首相急逝

「セブンイレブン」全国展開 鈴木善幸内閣発足

昭和56年 1981 ２月28日を「ビスケットの日」に決定
　　　（全国ビスケット協会）

米国「レーガン」大統領誕生

第６回モバックショウ（東京） ダウ平均株価初の8000円台

「毎月15日はお菓子の日」を決定（全菓連） 福井謙一ノーベル化学賞

「全菓連原材料対策委員会」が「食品産業振興議
員連盟」に陳情

昭和57年 1982 「日本菓子協会」発足 ポートピア開幕（神戸市）

「全菓連生命共済」掛金、口座振替制へ切替 中曽根康弘内閣発足

菓子統一伝票マニュアル完成、実施へ 東北新幹線が開業

昭和58年 1983 全菓連主催で砂糖消費税（16円/㎏）引下げ要請
大会　（自由民主党本部８階ホール）

ホテル・ニュージャパン火災

第７回モバックショウ（大阪） 東京ディズニーランド開園

「砂糖消費税還付手続説明会」東京霞が関ビルで
開催さる。

「ハワイアン・オープン」で青木功
が日本人初のコルフツアー優勝

ジェトロ主催・シンガポール日本菓子展示会開催
さる。

レーガン大統領来日

昭和59年 1984 第20回全国菓子大博覧会（東京）
会長　寺沢　昌彦（東京都菓子工業組合理事長）
期間：２月24日から３月12日の20日間

ロサンゼルスオリンピック開幕

第26回全国菓子業者大会（東京）
　　　（次回開催地が松江に決定）

東証「ダウ」初の１万円台

広域114号事件発生
店頭に毒物入りの菓子を置くた等との脅迫で、菓
子業界大きな影響を受ける。

記録的猛暑で「ルームエアコン」が
爆発的に売れる。
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和暦 西暦 当会及び菓子業界等関係 社会情勢関係

「輸入雑豆共同購入協議会」発足 総務庁発足

菓子業界が「お菓子は平和と文化のバロメーター」
を統一テーマにキャンペーン

ガンジー首相（インド）暗殺

昭和60年 1985 全国米菓が11月７日の立冬の日を「あられ、せん
べいの日（ウインター・デイ）に決定

日航ジャンボ機墜落

第８回モバックショウ（東京）

114号事件（グリコ・森永事件）
犯人「終結宣言」

科学万博つくばで開催

大手菓子メーカー９月期決算、脅迫事件の影響で
低迷

日本電信電話公社、日本専売公社が
民営化さる。

全日本菓子協会（ANKA）設立 男女雇用機会均等法が成立

国産原料利用型菓子生産推進事業
　　（昭和60年～平成元年）

「阪神タイガース」21年ぶりに優勝

昭和61年 1986 バレンタイン商戦、400億円市場へ ソ連の「チェルノブイリ原子力発電
所で原子炉爆発事故発生

静岡県菓子工業組合の20周年記念事業としてミニ
菓子博「大菓子まつり」開催

衆参同日選挙で自民党が大勝。第３
次中曽根内閣発足

ホワイトディー、キャンディー売場盛況となる。 土井たか子社会党委員長誕生

昭和62年 1987 全菓連における「代理人」の範囲の議論が交わさ
れた。

高松宮殿下ご逝去

第９回モバックショウ（大阪） 利根川進ノーベル医学生物学賞

全菓連ビル大改装実施 竹下登内閣発足

正面並びに玄関全面改装、エレベータ取換、室内
全面改装

「オレンジ」の自由化

昭和63年 1988 全菓連ビル大改装完了した。併せてテナントの大
幅な入替わりがあった。
（新テナントとして、港信用金庫、ひよしや、日
本コンピュータダイナミックスなど）

青函トンネル開通

瀬戸大橋開通

（２年後港信用金庫が移転後、住友銀行南青山支
店開設となる。）

ソウルオリンピック
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和暦 西暦 当会及び菓子業界等関係 社会情勢関係

モバックショウ小倉88開会 消費税導入税制改正法案成立
（税率３％）

平成元年 1989 「全菓連議員連盟」結成
会長　加藤紘一衆議院議員

天皇陛下即位　年号平成へ

第10回モバックショウ開会　（東京）

第21回全国菓子大博覧会（松江市）
初の官民共催
名誉総裁寬仁親王殿下
会長　小西　連三（島根県菓子工業組合理事長）
期間：４月23日から５月14日の22日間

ブッシュ（親）アメリカ大統領

第27回全国菓子業者大会（松江市）
　　（次回開催地は金沢と決定）

消費税（３％）スタート
宇野宗佑内閣発足

全菓連ビル㈱「個人所有の株式返還裁判全面勝訴」
（一審判決）

海部俊樹内閣発足

菓子業界３兆円時代に 「ベルリンの壁」崩壊

平成２年 1990 夏でも溶けないチョコレートを各社発売 長崎「雲仙普賢岳」噴火

全菓連「講師派遣制度」の充実を図る。 東西ドイツ統一

全菓連ビル㈱「個人所有の株式返還裁判全面勝訴」
（二審判決）

ノーベル平和賞にゴルバチョフ大統領

特定農産物利用菓子開発普及促進事業実施
　　（平成２年～平成６年）

大坂で「花の万博」開催

イラク、クエートに侵攻

平成３年 1991 「ティラミス」菓子が大ブーム 「湾岸戦争」勃発

第11回モバックショウ開会　（大阪） 牛肉とオレンジの輸入自由化

食品添加物表示の冊子発行 ソビエト崩壊、エリツィン大統領誕生
ロシア共和国誕生

全菓連「第1回全国組合職員研修会」
　　　（湯河原厚生年金会館）初の開催

宮沢喜一内閣発足

平成４年 1992 「大規模小売店舗法」施行 東証２万１千円割れ。１年４ヶ月ぶり

全菓連北海道小豆斡旋開始 新幹線「のぞみ」登場
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和暦 西暦 当会及び菓子業界等関係 社会情勢関係

全菓連ビル㈱100％配当実施 バルセロナオリンピック開催

全菓連「全国組合役員研修会」実施
　　（東京：都市センターホテル）

ブッシュ米大統領来日

全菓連「第２回全国組合職員研修会」実施
　　（東京：全国町村議員会館）

日本の人口１億2358万人

平成５年 1993 「第１回全菓連菓業青年研修会」初の開催
　　（京都ホテル：講話　瀬戸内寂聴）

「米」「小豆」大凶作

第12回モバックショウ開会　（東京） Jリーグ開幕

粗糖関税引下げ（１㎏ 41円50銭から20円に） 細川護煕内閣発足

全菓連ビル第２期大改装実施
ビル全体の内壁をガラスクロス、床をカーペット
タイルヘ

「ガット・ウルグアイラウンド」締結

平成６年 1994 第22回全国菓子大博覧会（金沢市）
名誉総裁寬仁親王殿下
初めて「テーマ館」設置
会長　日根野栄蔵（石川県菓子工業組合理事長）
期間：４月23日から５月15日の23日間

米ロサンゼルス大地震発生

第13回モバックショウ開会　（大阪）

第28回全国菓子業者大会
　　（次回開催地が盛岡に決定）

金日成死去

「第２回全菓連菓業青年研修会」開催
　　（盛岡メトロポリタン　講師：中津文彦）

羽田孜内閣発足

全菓連主催「中国・華北菓子原料生産者との商談」
で中国視察　団長　古谷理事長

村山富市内閣発足

「全菓連厚生年金基金」設立へ向け受託金融機関
を決定

ウクライナ大統領にレオニード・クチマ

全菓連「労働時間短縮推進事業」実施 関西国際空港開港

全菓連ビルの入居者がバブル崩壊後空き室が３年
ぶりに満室となる。

多国籍軍の介入によりハイチ大統領
アリスティッドが復帰

輸入小豆「IQ制度」から「関税割当（TQ）制度」
へ移行

大江健三郎ノーベル文学賞
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和暦 西暦 当会及び菓子業界等関係 社会情勢関係

平成７年 1995 食品衛生法が改正され、賞味期限表示制度が発足 阪神大震災1995年1月17日午前5時46分
第14回モバックショウ開会　（東京）
製造物責任法（PL法）施行 ロシア軍、チェチェン侵攻

「全菓連PL共済保険制度」発足 １ドル79円75銭戦後最高値を記録

「第３回全菓連菓業青年研修会」実施
　　（東京：都市センターホテル）
　　（講師　金子嘉正）

東京地下鉄でサリン事件

全菓連「第３回全国組合職員連絡会議」実施
　　（東京：都市センターホテル）

公定歩合0.5％に引下げ

全菓連「新しい日付表示」の手引書作成 ドジャース野茂英雄投手が日本人初
のナ・リーグ新人王

全菓連：一口サイズのコンニャク入りゼリーの事
故対策に協力

フランス大統領にシラク

ミニマム・アクセス米（MA米）
加工用に売却開始

「新食糧法」施行

北海道小豆斡旋、専用の袋で「銘柄表示」開始 ロシア、サハリン州で大地震

厚生年金基金の設立を断念 パソコンのOS「ウィンドウズ95」
発売

平成８年 1996 全菓連「中国栗あん」の斡旋本格化 イスラエル首相にネタニヤフ

粗糖関税５円/１kg引下げ 橋本龍太郎内閣発足

国内産米供給の「加工用米制度」発足 O‒157猛威

月刊情報提供誌「ズームアップ」発刊 薬害エイズ訴訟、製薬５社和解案受諾

「全国菓子大博覧会協議会」発足
初代会長　古谷富雄

らい予防法廃止

全菓連「全国役職員研修会」実施
　　（東京：新宿厚生年金会館）

英国ダイアナ妃離婚

「製菓衛生師」11万人を突破 ペルーで日本大使公邸占拠事件

「団体法」の特殊契約が廃止された アトランタオリンピック開幕
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和暦 西暦 当会及び菓子業界等関係 社会情勢関係

平成９年 1997 「全菓連青年部」設立準備会開催 消費税５％スタート

食品衛生法が改正、製造日表示から期限表示へ変
更された

イギリス首相にブレア

第15回モバックショウ開会　（大阪）

全菓連「労働条件制度整備支援事業」実施
　　（3ヶ年事業）

秋田新幹線開業

「キシリトール」製品続々登場 ダイアナ元英皇太子妃事故死

全菓連「活路開拓ビジョン（品質向上枠）」事業実施
併せてHACCP手法の研究を始める

英国で世界初のクローン羊誕生

第１回お菓子フェステバル
東京ビックサイトで開催
入場者７万人

東京湾アクアライン開通

平成10年 1998 第23回全国菓子大博覧会（盛岡市）
名誉総裁寬仁親王殿下
会長　栃澤　正一（岩手県菓子工業組合理事長）
期間：４月24日から５月17日の24日間

日本版「金融ビックバン」始動

第29回全国菓子業者大会（盛岡市）
　　（次回開催地が熊本に決定）

野茂英雄投手　米大リーグ移籍

ANKA「消費者キャンペーン」実施 小渕恵三内閣発足

全菓連「第4回青年部研修・青年部設立大会」実
施　（東京：新宿厚生年金会館）

長野冬季オリンピック開幕

「全菓連青年部」設立
初代部長　河島輝人　　参加者1,079名

65歳以上の人口が14歳以下の人口を
初めて上回る。

卵による「サルモネラ菌」による食中毒防止で「加
熱殺菌70℃１分」を組合員に対し要請

インドが核実験

全菓連「第４回全国組合事務局会議」
　　（東京：南青山会館）

金大中韓国大統領が就任

全菓連「お菓子何でも情報館」
ホームページ開設
http：//www.zenkaren.net/

日本初の火星探査機打ち上げ成功

平成11年 1999 製菓衛生師養成校における養成内容の充実が図ら
れた。

「ユーロ」（欧州単一通貨）
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和暦 西暦 当会及び菓子業界等関係 社会情勢関係

第16回モバックショウ開会　（東京）
「製菓衛生師全書」
（和洋菓子・パンのすべて）発刊
日本菓子教育センター

ポーランド、チェコ、ハンガリーが
NATO加盟

第２回お菓子フェステバル
東京ビックサイトで開催
入場者６万人

ニューヨーク株、１万1000ドル突破

「だんご三兄弟」大ブレイク
「だんご」の売上急増

石原慎太郎東京都知事初当選

全菓連「中小企業広域技術研修支援事業」　実施
（全国26ヶ所　1,497名参加）

トルコ・台湾で大地震

農水省は「加工食品品質表示基準（案）」を公表 ロシアのエリツィン大統領辞任

平成12年 2000 全菓連斡旋事業の一部を全菓連ビルヘ移譲 コンピューター 2000問題

全菓連ビル㈱「不動産事業」「損害保険代理店事業」
「物品販売事業」「新聞発行事業」の４本柱樹立

雪印乳業集団食中毒事件

粗糖輸入関税撤廃 ロシア大統領にプーチン

全国ビスケット協会の「JBビル」完成 森喜朗内閣発足

全菓連「中小企業広域技術研修支援事業」　実施
（全国29ヶ所　1,574名参加）

白川英樹ノーベル化学賞

第３回お菓子フェステバル
東京ビックサイトで開催　入場者４万人

シドニーオリンピック開幕

全菓連が「HACCP手法支援法」に基づく認定指
定団体となった。
　　（12月4日付け官報に公告）

三宅島噴火、全島民避難命令

「第１回全菓連青年部全国大会」開催東京新宿厚
生年金会館（36県 83名が出席）　
　　（青年部加入者数1,524名に達する）

ブッシュ米大統領当選

平成13年 2001 菓子製品高度化基準の官報告示
　　（告示第１号）

小泉純一郎内閣発足

第17回モバックショウ開会　（大阪） オランダ、安楽死法が成立

全菓連「食品事故発生予防と対策に関する説明会」
「HACCP手法支援法関係説明会」を東京・南青
山会館で開催

野依良治ノーベル化学賞
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全菓連「第３回全国組合事務局研修会」実施 「９.11テロ」発生

第４回お菓子フェステバル
東京ビックサイトで開催　入場者4.5万人

牛海線状脳症（BSE）問題

全菓連：新宮様ご誕生慶祝用ポスター作成 大手スーパー「マイカル」が倒産

くまもと菓子博2002・前売り入場券販売開始 小泉純一郎首相が中国訪問

平成14年 2002 全菓連「全日本菓子協会」へ加入 タリバーン政権崩壊

日本菓子教育センターシンボルマークを作成 「ペイオフ」解禁

「くまもと菓子博開催百日前大集会」寛仁親王殿下
が講演

「日本経団連」が発足
初代会長　奥田　碩

全菓連「新しい食品表示制度」（菓子製品を中心
として）を発刊

ニューヨーク株、今年最大の下げ
（9,000ドル割れ）
ワールドコム、米史上最大の倒産

「国産豆類利用推進事業」を北海道・新潟県・大
阪府の各菓子工業組合が実施

小柴昌俊ノーベル物理学賞

第24回全国菓子大博覧会（熊本市）
名誉総裁寬仁親王殿下
会長　園田　耕一（熊本県菓子工業組合理事長）
期間：11月１日から11月18日の18日間

田中耕一ノーベル化学賞

小泉純一郎首相が北朝鮮訪問

平成15年 2003 全菓連発行の情報誌「ズームアップ」、名称を「全
菓連情報」に変更

米スペールシャトルが空中分解事故
７人死亡

第18回モバックショウ開会　（東京）

「代理人」解釈の変更がなされる。

第２回全菓連青年部総会・全国大会
第二代部長　奥田辰造　
全国から38県123名が出席
「モバックショウ」（千葉県幕張メッセ）と提携す
る形で開催

東証、一時8,000円割れ

第５回お菓子フェステバル
東京ビックサイトで開催　入場者４万人

米英、イラク攻撃開始

全菓連「PL担当事務職員研修会」実施
　　（浦安ブライトンホテル）

新型肺炎（SARS）
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和暦 西暦 当会及び菓子業界等関係 社会情勢関係

全菓連ビル内のテナントの大移動と玄関ホール・
エレベータ室内全面改装

石原慎太郎東京都知事再選308万票

全菓連は全菓連ビルを出て隣の「第２和田ビル６
階」へ移転

東証の終値、６ヶ月半ぶりに9,000円台

全菓連「米部会」
　　（東京：南青山会館）開催

イラク特措法強行採決後、成立

食糧法改正に伴い大きくかわる米の流通などを説明 実質GDP、0.6％の成長東証、終値
で１年ぶりの１万円台

全菓連「都道府県菓子工業組合幹部研修会」実施
　　（都市センターホテル）

国内産米、10年ぶり不作と農水省が
発表

加工米協議会（構成員：全菓連・穀類・米菓等）
「もち米価格高騰対策」を農水省へ要望

自民党総裁選、小泉首相圧勝

全菓連「40周年記念行事準備委員会」設置 総選挙、自民伸びず民主躍進
自公連立、第２次小泉内閣発足

全菓連青年部・第３期会員名簿作成 米国にBSE牛、日本は輸入停止

平成16年 2004 日本菓子教育センター
「洋菓子教本」Les Bases de le Patesserie 発刊

小泉首相元旦に靖国神社参拝

全菓連ビルに最新「セキュリティ」システムを導入 発明対価200億円支払命令
自衛隊イラクヘ復興支援で派遣
アテネオリンピック
新潟中越地震
インドネシアスマトラ沖地震

平成17年 2005 日本菓子教育センター
「和菓子教本」発行

愛知地球博開催

第19回モバックショウ開会　（大阪） 中部国際空港開港
第３回全菓連青年部代表者会議・全国大会
第三代部長　古川雅裕

平成の大合併50市町誕生

全菓連ビル共有部大改装実施 耐震強度偽装問題

40周年記念式典
　５月16日、東京會館にて挙行
衆議院議員安倍晋三議員　顧問に就任

人口１億2775万人

全国組合幹部研修会開催
11月24・25日、東京・都市センターホテル
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和暦 西暦 当会及び菓子業界等関係 社会情勢関係

全国事務局研修会開催
８月31日、名古屋・キャッスルホテル

平成18年 2006 菓子工業新聞１月号から全組合員購読 トリノ冬季五輪　荒川静香が金

「PL保険」全組合員加入制度導入 国産機YS11ラストフライト

全菓連マーク作成
デザインは東京藝術大学教授池田政治先生

日本郵政株式会社発足

８月９日「全菓連ビル」耐震工事着手 WBCで王ジャパン世界一

「優秀菓子技能表彰」制度創設 改正教育基本法が成立

平成19年 2007 「分かり易いお菓子の表示」「衛生管理マニュアル」
「社内標語ポスター」を作成し全組合員へ配布

防衛「省」に昇格

第20回モバックショウ開会　（東京） 浜松・新潟が政令指定都市

第４回全菓連青年部代表者会議・全国大会
　２月21・22日、千葉・幕張メッセにて開催

みどりの日（５/４）、昭和の日（４/29）

全国組合幹部研修会開催
７月２・３日、東京・都市センターホテル

今夏は記録的猛暑日が続く
74年ぶりに最高気温更新40.9℃、
多治見市、熊谷市熱中症死相次ぐ
17年ぶり電力需給調整（東京電力）
万能細胞（iPS細胞）作製に成功

平成20年 2008 「橘花栄光章」審査会開催
審査委員長　東京藝術大学学長宮田亮平氏
　３月３日、東京・南青山会館

北京五輪

「食品業界の信頼性向上自主行動計画の手引」に
即して「自主行動計画」を策定
第25回全国菓子大博覧会・兵庫（姫路市）
名誉総裁寬仁親王殿下
会長　下村俊子（兵庫県菓子工業組合理事長）
期間：４月18日から５月11日の24日間

７月31日「全菓連ビル」耐震工事完了

非食用向けの事故米穀の不正規流通事件が発生、
多数の中小零細菓子製造業者が深刻な風評被害に
さらされた。

ノーベル物理学賞:南部陽一郎氏・
益川敏英氏・小林誠氏ノーベル化学
賞 : 下村脩氏

全国組合幹部研修会開催
11月５・６日、東京・都市センターホテル

福田首相、突然の退陣
観光庁発足
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和暦 西暦 当会及び菓子業界等関係 社会情勢関係

青年部10周年記念行事開催
10月1日、東京・明治大学紫紺館

松下電器がPanasonicへ

平成21年 2009 第３回青年部全国交流会開催
２月18〜 20日、沖縄県

オバマ氏、第44代米大統領に就任

第21回モバックショウ開会　（大阪） 裁判員制度スタート

第５回全菓連青年部代表者会議・全国大会
２月26日、インテックス大阪で開催

高速道路土日祝日1000円

事故米事件の風評被害に対し、国の支援対策の一
環として「信頼確保対策事業」を実施

GM、経営破綻　国有化へ

全国組合幹部研修会開催
11月11・12日、東京・都市センターホテル

衆院選で民主党勝利、政権交代へ

平成22年 2010 「お菓子何でも情報館」ホームページリニューアル 
（１日のアクセス数３〜４千にアップ）

バンクーバー冬季五輪
宮崎県で口蹄疫問題発生

米トレーサビリティ法施行　10月 日本総人口１億2705万人
尖閣列島問題浮上

全国組合幹部研修会開催
11月24・25日、東京・都市センターホテル

ノーベル化学賞 : 根岸英一氏・鈴木
章氏
東北新幹線全線開通

平成23年 2011 第６回全菓連青年部全国大会開催
２月16日　千葉・幕張メッセ

東日本大震災発生　３月11日

第22回モバックショウ開会　（東京）
東日本大震災にともない、国の要請を受けて被災
地への緊急食料供給支援を組合員企業に呼びか
け、現物支援に協力した。

九州新幹線全線開通

アナログ放送終了

被災５県組合（岩手、宮城、福島、茨城、栃木）
へ特別見舞金

東京スカイツリー完成

高度化計画認定企業３社、累計で24社 TPP交渉参加表明

全国組合幹部研修会開催
11月28・29日、東京・都市センターホテル

なでしこJapanに国民栄誉賞
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和暦 西暦 当会及び菓子業界等関係 社会情勢関係

平成24年 2012 ２月16〜 28日に「愛の菓子」運動を実施
青年部の活動。東日本大震災で甚大な被害を受け
た岩手、宮城、福島の３県の保育園や小学校、避
難所、介護施設など約200か所に全国から集めた
菓子約14万個を配布。全国の青年部の店に来店し
たお客や小学校・保育園などに応援メッセージを
書いてもらったカードが添えた。

ノーベル医学生理学賞:山中伸弥氏

東京スカイツリー開業

２月21日　仙台市内のホテルで東北・北海道ブ
ロック大会及び全国交流会開催。全国から約150
名が参加、宮城県知事、仙台市長も駆けつけた。

ロンドン五輪

６月12日 寬仁殿下通夜　　 岡本理事長参列 衆院選挙で自民圧勝、民主大敗

６月14日 寬仁殿下斂葬の儀 岡本理事長参列 第２次安倍内閣始動

平成25年 2013 １月10日「拡大合同役員会」「新年会」
新年会へ安倍内閣総理大臣が出席

テレビ放送開始60年

第７回全菓連青年部全国大会開催
３月６日　インテック大阪

国民栄誉賞 : 大鵬
国民栄誉賞 : 長嶋茂雄、松井秀喜

第23回モバックショウ開会　（大阪） 富士山、世界文化遺産登録

３月14日　第2回橘花栄光章審査委員会開催
　委員長 : 東京藝術大学学長宮田亮平先生

食品表示法成立（６月28日公布）

第26回全国菓子大博覧会・広島（広島市）
４月19〜５月12日　旧広島市民球場跡地、広島県
立総合体育館とその周辺で開催。
名誉総裁彬子女王殿下
合計来場者数807,000人

和食がユネスコ無形文化遺産

消費税転嫁対策特別措置法（10月１
日施行）

全国組合幹部研修会開催
11月27・28日、東京・都市センターホテル

特定秘密保護法 成立

平成26年 2014 栄養表示に関する調査会の開催（消費者庁） あべのハルカス 全面開業

岡本楢雄理事長　旭日中綬章を受章 ４月１日より消費税８%

第５回青年部全国交流会開催
９月２〜３日、いわき市・震災復興を支援

ノーベル物理学賞:赤崎勇氏、天野
浩氏、中村修二氏

全国組合幹部研修会開催
11月17・18日、東京・都市センターホテル

平成27年 2015 50周年記念式典
１月８日、東京會館にて挙行

北陸新幹線が開業
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和暦 西暦 当会及び菓子業界等関係 社会情勢関係

第８回全菓連青年部全国大会開催
２月18日、幕張メッセで開催

選挙権年齢引き下げ、18歳に

第24回モバックショウ開会　（東京） マイナンバー制度がスタート

４月　ポスター「分かりやすいお菓子の表示」を
組合員に配布

全国組合幹部研修会開催
11月25・26日、東京・都市センターホテル

平成28年 2016 第６回青年部全国交流会開催
２月16～ 17日、名古屋市・伊勢市

北海道新幹線開業

４月14日　熊本地震発生　義援金を呼びかけ 熊本地震

４月「お菓子の新しい食品表示制度について」を
組合員に配布

伊勢志摩サミット開催、オバマ大統
領が広島訪問

全国組合幹部研修会開催
11月１・２日、東京・都市センターホテル

リオ五輪開催

平成29年 2017 第９回全菓連青年部全国大会開催
２月22日、インテック大阪で開催

「働き方改革実行計画」を決定

第25回モバックショウ開会　（大阪） トランプ大統領が来日

第27回全国菓子大博覧会・三重（伊勢市）
４月21〜５月14日　県営サンアリーナ及び周辺で
開催
名誉総裁彬子女王殿下
合計来場者数584,000人

天皇陛下の退位を実現する特例法が
成立

全国組合幹部研修会開催
11月20・21日、東京・都市センターホテル

平成30年 2018 菓子業界専用栄養成分計算ソフトを販売開始 平昌五輪で日本は冬季最多13メダル

第７回青年部交流会開催
１月29～ 30日、大阪市

西日本豪雨、死者220人超

第９回全国和菓子甲子園決勝戦開催
８月21日、大阪市・辻󠄀製菓専門学校
今大会より全菓連青年部が主催

北海道で震度７、道内全域で停電
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全国組合幹部研修会開催
11月26・27日、東京・都市センターホテル

令和元年 2019 第10回全菓連青年部全国大会
２月20日、幕張メッセで開催

安倍首相の在職日数、歴代最長に

上皇さまが退位

第26回モバックショウ開会　（東京） 新天皇陛下が即位し、「令和」に改元

３月　冊子「HACCPの考え方を取り入れた菓子
製造業における衛生管理計画作成の手引書」を組
合員に配布

消費税10％に、軽減税率導入

第10回全国和菓子甲子園決勝戦開催
８月20日、大阪市・辻󠄀製菓専門学校

９月　冊子「お菓子の新しい食品表示制度」を組
合員に配布

第８回青年部全国交流会開催
10月30～ 31日、沖縄県

首里城火災、正殿など焼失

全国組合幹部研修会開催
11月25・26日、東京・都市センターホテル

令和２年 2020 コロナ禍でマスクを285万枚、緊急輸入し、組合
員に販売

新型コロナ猛威、初の緊急事態宣言

コロナ禍で菓子販売促進緊急対策事業を実施 「鬼滅の刃」大ヒット

全国縦断お菓子祭りを８か所で開催、約２千の組
合員が参加

レジ袋有料化スタート

第11回全国和菓子甲子園決勝戦開催

10月21日、動画・試食品送付で実施

令和３年 2021 WEBでの菓子技術講習会及び経営セミナーを開
始。組合員限定で視聴可能。

東京五輪、１年延期で開催

第11回全菓連青年部全国大会
３月９日、インテック大阪で開催

眞子さま結婚

第27回モバックショウ開会　（大阪） 二刀流大谷、満票でMVP
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第12回全国和菓子甲子園決勝戦開催
８月20日、リモート、試食品送付で実施

齊藤俊明理事長　旭日中綬章を受章

全国組合幹部研修会開催
11月29・30日、東京・都市センターホテル

令和４年 2022 ホームページを再編。「お菓子何でも情報館」を
消費者向けにして、菓子業界関係者のために「菓
子業界情報」として新設。

北京五輪、日本勢のメダル冬季最多
18個

全菓連スイーツプラザへの登録を組合員が直接で
きるようにし、拡充につとめた

改正民法施行、成人年齢18歳に

第13回全国和菓子甲子園決勝戦開催
８月26日、大阪市・辻󠄀製菓専門学校

安倍元首相が撃たれ死亡、９月に国葬

全国組合幹部研修会開催
10月25・26日、東京・都市センターホテル

令和５年 2023 第12回全菓連青年部全国大会
２月28日、幕張メッセで開催

WBC、日本が14年ぶり優勝

第28回モバックショウ開会　（東京） 文化庁が京都へ移転

WEBによる経営セミナーをアーカイブ化。ホー
ムページで随時、視聴可能化。

広島でＧ７サミット開催

第14回全国和菓子甲子園決勝戦開催
８月26日、東京製菓学校（初の東京開催）

消費税のインボイス制度開始

全国組合幹部研修会開催
10月25・26日、東京・都市センターホテル

令和６年 2024 能登半島で地震が発生し、組合員への義援金を呼
びかけた。

石川・能登で最大震度７

菓子業界専用栄養成分計算ソフト（８訂）を販売
開始

加工原料用に備蓄米１万ｔ販売（７月）

青年部でも「情熱と勢い」をテーマにWEBによ
る経営セミナーを開始

第15回全国和菓子甲子園決勝戦開催
８月21日、大阪市・辻󠄀調理師専門学校

パリ五輪で日本が45個のメダル獲得
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全国組合幹部研修会開催
11月27・28日、東京・都市センターホテル

大谷選手、メジャー初の「50-50」

令和７年 2025 第13回全菓連青年部全国大会
２月18日、インテック大阪で開催

大阪・関西万博 来場2557万人

コメ高騰 備蓄放出（主食用約50万ｔ、
加工原料用7.5万ｔ）

第29回モバックショウ開会　（大阪）

４月～ 10月　EXPO2025　大阪・関西万博ORA
外食パビリオン内に全菓連ブースを出展。開始１
カ月間は和洋工芸菓子も14作品展示。

第28回全国菓子大博覧会・北海道（旭川市）
５月30〜６月15日　旭川大雪アリーナ及び周辺で
開催
名誉総裁彬子女王殿下
合計来場者数250,000人

高市早苗氏、女性初首相

第16回全国和菓子甲子園決勝戦開催
８月26日、東京製菓学校

全国組合幹部研修会開催
11月25日、東京・明治記念館

全組合員にアンケート調査を実施
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全国菓子工業組合連合会並びに全菓連共済ビルヂング株式会社
役 員 名 簿

（令和８年１月現在）
全菓連役職名 ビル役職名 氏　名 屋　号
理事長 代表取締役社長 長沼　昭夫 北海道コンフェクトグループ㈱
副理事長 副社長 堤　　公一 ㈲大盛堂
々 々 小谷治郎平 ㈲亀甲や
々 々 野村　泰弘 ㈱播彦
々 々 齋藤　高藏 桝金（齋藤商事㈱）
々 々 平山　伸治 洋菓子工房ひらやま
々 々 神山　修一 かど屋

専務理事 専務取締役 吉田　竹志
常務理事 常務取締役 竹内　晴久 ㈲特産品館伊勢藤
理　事 取締役 鈴木　隆一 ㈱でん六
々 々 大槻　和行 鹿島製菓㈱
々 々 内田　長久 御菓子司　松寿堂
々 々 太田　　等 ㈱百花園
々 々 澤田　　誠 大阪屋製菓㈱
々 々 岡　　幸男 岡田屋
々 々 横山　長尚 ㈱長久堂
々 々 大谷　博国 ㈱にしき堂
々 々 宮武　孝昭 ㈱みづゑ
々 々 中原　正博 中原製菓㈱
々 々 上野　正光 御菓子司上野

監事 監査役 塚本　　高 旭南高砂堂
々 々 江川　清志 マルエ製菓株式会社
々 々 後藤　　敬 ㈱青柳総本家
々 々 西村　欣祐 ㈱西村清月堂
々 々 和田　茂夫 ㈲和田の屋
々 々 岩田　英明 合名会社明石屋菓子店
々 々 奥野　和夫

【顧問】
山本　領 全国菓子工業組合連合会元専務理事 菓子製品高度化基準認定審査委員
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全菓連歴代役員並びに各県組合理事長在任一覧
総会開催日

都道府県名
昭和 40 年 昭和 40 年 昭和 41 年 昭和 42 年 昭和 43 年 昭和 44 年 昭和 45 年 昭和 46 年 昭和 47 年
４月１日現在 5/21・総会開催日 5/20・同 5/26・同 5/25・同 5/24・同 5/25・同 5/25・同 5/2・同

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

北海道 小林弥三治　　　　 　 7月死去
　大塚半次 若狭函寿

青森県 櫛引源造 下斗米長吉 遠藤亀雄
岩手県 佐藤又男
宮城県 白松恒二 　坂本喜八郎
秋田県 藤井　馨
山形県 鈴木伝六

福島県 高木善弥 広瀬栄寿

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

東京都
奥山雅鄰
宮沢豊利

茨城県 串田貞市 木村貞雄

栃木県 渡辺貞一郎 2/28 死去
栗田泰治

群馬県 石坂　実
清野義一郎 嘉藤和平 鈴木一男

埼玉県 筒井和臣
千葉県 花ヶ崎清一 鈴木彌七 　　　1/30

神奈川県 山田政一

山梨県 今沢堯次郎 向山猛三

長野県 橋本孫蔵 伊藤政喜 木内正悟

新潟県 岸　庄七 本間綾次郎　　　1/30　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

愛知県 三島伊佐美
岐阜県 玉井　武 衣斐　淳 金子章男

三重県 奥田重夫 市川重己

静岡県 鈴木三郎 高須成一
富山県 二見充三 山崎善次郎 不破　晃
石川県 下村与吉 坂尾正近
福井県 大西鉄夫 小石川譲 牧　芳雄 中島　巖 笹本武雄

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

大阪府
森本正司 4/17　　　　　　

加藤金之助 　　　　　

北本兵次 木下孝三
兵庫県 樫山　覚

滋賀県 松村新治郎

和歌山県 神田忠彦
奈良県 高橋福治郎 杉本　勇

京都府 北岡良雄 高田米一郎

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

広島県 住田綱吉 伊藤　学
岡山県 則武董三郎
島根県 鷦鷯義夫 内藤商一
鳥取県 　河越庄市
山口県 岡野喜久市 大島考助

徳島県 松村謙一

香川県 吉岡熊吉
愛媛県 中野英幸
高知県 三木繁徳 秋沢稔八 和田秀美

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

福岡県 川端七三郎

佐賀県 元石泰司
長崎県 伊藤辰蔵 宮田佐七
熊本県 片岡周蔵 雨田利一

大分県 高橋市太郎 森　香道

宮崎県 堀場弘造 上野　治
鹿児島県 有村栄蔵

員
外

理事長 若原　譲
専務理事
常務理事&理事 飯尾章二

監事

※矢印は在任期間 理事長　　　　/ 副理事長　　　/ 専務理事　　　/ 常務理事　　　/ 理事　　　　/ 監事　　　　/ 県理事長（協同
組合を含む）

　　



55

全菓連歴代役員並びに各県組合理事長在任一覧
総会開催日

都道府県名
昭和 48 年 昭和 49 年 昭和 50 年 昭和 51 年 昭和 52 年　 昭和 53 年 昭和 54 年　 昭和 55 年 昭和 56 年
5/14・同 5/29・同 5/19・同 5/17・同 5/24・同 5/24・同 5/23・同 5/23・同 5/22・同

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

北海道 猪俣松三

青森県 木村直助
岩手県 栃沢正一
宮城県 堀池睦雄
秋田県 片谷勝也 山添雄三郎 藤井　茂
山形県 鈴木宇一郎

福島県 池田惣一

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

東京都
寺沢昌彦

角田重忠
茨城県

栃木県 高橋新一

群馬県 須永松太郎

埼玉県
千葉県

7/19　10/11死去

坂倉　等

神子豊芳
神奈川県 　　

山梨県 浅川栄太郎

長野県 宮島正豊 伊藤四志巳 中山峯松

新潟県 池　栄 本間綾次郎

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

愛知県 林直温　
岐阜県 加藤正一

三重県 森　勇

静岡県 府川松太郎 鈴木信夫
富山県 山崎善治 大野　隆 鶴木直政
石川県 山本三郎
福井県 林　茂 島田義方 加納　貢 大和正二

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

大阪府
西川文人

兵庫県 吉川　進 多田宇市

滋賀県 西沢甚治郎 宮川善八

和歌山県
奈良県 上村英文

京都府 上田省三 高家謙次 平川三郎

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

広島県
岡山県 金高弘史 新谷守男
島根県 小西連三
鳥取県
山口県 古川　士 藤本恭亮

徳島県

香川県 武田善美 田村常義
愛媛県 　　7/19

高知県 斎藤義章 秋沢稔八

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

福岡県 松江利右衛門
本村辰義　　　　　　　

佐賀県
長崎県
熊本県

大分県 田中保太郎

宮崎県 日高信義
鹿児島県 深川昌行

員
外

理事長
専務理事
常務理事&理事 石見福太郎

監事

※矢印は在任期間 理事長　　　　/ 副理事長　　　/ 専務理事　　　/ 常務理事　　　/ 理事　　　　/ 監事　　　　/ 県理事長（協同
組合を含む）



56

全菓連歴代役員並びに各県組合理事長在任一覧
総会開催日

都道府県名
昭和 57 年 昭和 58 年 昭和 59 年 昭和 60 年 昭和 61 年 昭和 62 年 昭和 63 年 平成元年 平成 2年
5/24・同 5/24・同 5/24・同 5/24・同 5/23・同 5/22・同 5/27・同 5/29・同 5/30・同

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

北海道 岡部卓司 古谷富雄
青森県
岩手県 小野寺主一
宮城県 早坂　一
秋田県
山形県 鈴木傳四郎

福島県 桑野正治 角田勝雄

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

東京都

茨城県 林　耕芳

栃木県 石崎清五郎 田崎進晤

群馬県 山口勝司

埼玉県 水野英利
千葉県 茂木　允 大橋幸作 若月昭一郎
神奈川県 岡田茂平 青柳正夫

山梨県

長野県
2/11 死去

金巻保男新潟県 池　栄一

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

愛知県 　　　5/7 死去
岐阜県 小森　薫 後藤貞次 高橋甚吉

三重県 　　　　　　　　　
町野彰彦

青木久男

静岡県 中西幸太郎 堀江要一 間瀬悦基
富山県
石川県 越山一清 日根野栄蔵
福井県 大壁常吉 伊藤武治　 松田邦夫

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

大阪府

兵庫県

滋賀県 三上泰夫 　6/16
　園　秋男

代行　　　　　　　　　　
野田貞夫

和歌山県
奈良県 福岡洋介

京都府 田中半次郎 奥村孫市 後藤英雄

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

広島県
岡山県
島根県
鳥取県 小谷治郎平
山口県 田原正美

徳島県 谷内健二

香川県 吉岡和俊
愛媛県 石井富登志
高知県

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

福岡県

佐賀県
長崎県

　8月死去
　岩田健一

松永直孝
熊本県

大分県 白石寅男

宮崎県
鹿児島県

員
外

理事長
専務理事
常務理事&理事

監事

※矢印は在任期間 理事長　　　　/ 副理事長　　　/ 専務理事　　　/ 常務理事　　　/ 理事　　　　/ 監事　　　　/ 県理事長（協同
組合を含む）



57

全菓連歴代役員並びに各県組合理事長在任一覧
総会開催日

都道府県名
平成 3年 平成 4年 平成 5年 平成 6年 平成 7年 平成 8年 平成 9年 平成 10 年 平成 11 年
5/30・同 5/29・同 5/28・同 5/27・同 5/29・同 5/28・同 5/27・同 5/26・同 5/18・同

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

北海道 4/17理事長代行
青森県 対馬徹弘
岩手県 栃沢正一 阿部潤一
宮城県 遠藤八郎
秋田県

片谷信一
山形県

福島県 古川幸雄

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

東京都
多田直之 寺沢昌彦
（全菓連参事）

茨城県

栃木県

群馬県 田口勇作

埼玉県
千葉県 高橋弘之
神奈川県 磯村　光 久保寺成夫

山梨県 鈴木和雄

長野県 大窪幹夫

新潟県 泉沢克司

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

愛知県 小中敏行 岩田浅一
岐阜県 山口宮行 沢田幹夫

三重県 藤波俊也

静岡県 小島正嗣
富山県 鈴木宇五郎 吉田栄一
石川県
福井県 西畑二郎 前田　勇

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

大阪府
　6/3　　　　　　　
岡本楢雄

兵庫県 山田義雄

滋賀県 梅景昭三郎

和歌山県 小林史郎
奈良県

京都府 坂井正品

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

広島県 大谷照三
岡山県 三宅　勝
島根県 山口善之右 鷦鷯修一
鳥取県
山口県 倉本博司

徳島県 多田　巌

香川県 田村日出男
愛媛県 伊狩幸道
高知県 大原庸平 和田　均

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

福岡県

佐賀県 　 八頭司博
長崎県 泉　喜一 増山茂雄
熊本県 北川初喜 園田耕一

大分県
10/13 死去
長友種臣

久永隆義

宮崎県
鹿児島県 藤田理一郎

員
外

理事長
専務理事 増田正尚
常務理事&理事 10/5　芝田　博（理事・副会長）

監事

※矢印は在任期間 理事長　　　　/ 副理事長　　　/ 専務理事　　　/ 常務理事　　　/ 理事　　　　/ 監事　　　　/ 県理事長（協同
組合を含む）



58

全菓連歴代役員並びに各県組合理事長在任一覧
総会開催日

都道府県名
平成 12 年 平成 13 年 平成 14 年 平成 15 年 平成 16 年 平成 17 年 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年
5/18・同 5/18・同 5/17・同 5/16・同 5/14・同 5/17・同 5/16・同 5/15・同 5/27・同

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

北海道 　10/30 死去
　若杉正彦

　　2/14 死去
　新倉吉晴

青森県 小金澤義雄 古川陽太郎
岩手県 齊藤俊明 　　　　1/12

宮城県
秋田県 後藤　一
山形県 菅野俊夫 長谷川正芳

福島県 　　　11/30
　　水口忠好

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

東京都
松本俊男

茨城県 面澤義昌

栃木県 齋藤高藏

群馬県
　　7/17 死去
　　小島正二

小林大治 岡田浩吉

埼玉県 　　　　1/12

千葉県
神奈川県

　　12/2 死去
　　志村武彦

加藤泰功

山梨県

長野県

新潟県 佐藤恒雄

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

愛知県 内田榮一
岐阜県 山田博司 北野茂樹

三重県 岡　幸男

静岡県 杉山孝俊
富山県 不破崇之 大野隆一
石川県 中田龍一
福井県 江川正典

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

大阪府

兵庫県 下村俊子 　7/29

滋賀県 山本傳一

和歌山県 駒井良章
奈良県

京都府 川勝三郎
　7/29
　北岡惠夫

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

広島県 竹内泰彦
岡山県 佐藤哲雄 鈴木正則 武田修一
島根県 内藤　守
鳥取県 藤縄幸孝 小谷　寛
山口県 粟屋克昭 宇野好一

徳島県 　松村　啓

香川県
愛媛県
高知県

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

福岡県 　 7/2 死去
　 茶屋達郎

松石安兵衛

佐賀県
長崎県
熊本県 堤　公一

大分県 池邊精二 田口芳信

宮崎県 山元　務
鹿児島県 　　8/7 岩田泰一

員
外

理事長
専務理事 矢部正行
常務理事&理事 千田仁司

監事 芝田　博

※矢印は在任期間 理事長　　　　/ 副理事長　　　/ 専務理事　　　/ 常務理事　　　/ 理事　　　　/ 監事　　　　/ 県理事長（協同
組合を含む）

　　



59

全菓連歴代役員並びに各県組合理事長在任一覧
総会開催日

都道府県名
平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年
5/26・同 5/26・同 5/26・同 5/25・同 5/28・同 5/27・同 5/26・同 6/16・同 6/13・同

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

北海道 長沼昭夫

青森県 舩見亮悦
岩手県
宮城県 白松一郎
秋田県 塚本高
山形県 松倉公一 佐藤松兵衛

福島県 吉原幸一 神山修一

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

東京都
黒川耕次

茨城県

栃木県

群馬県 高野博道

埼玉県 神戸武士
千葉県 鈴木豊彦 黒須公夫
神奈川県 北條正明

山梨県 内田長久

長野県 清水隆雄

新潟県 太田等

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

愛知県 小木曽進 久村俊昌
岐阜県 小森文夫 渡辺良治

三重県

静岡県 若月正章
富山県 田中健一 中尾吉成
石川県 　 那谷忠雄 小出　進 髙木慎司
福井県 村中正洋 平山伸治

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

大阪府
野村泰弘

兵庫県 井上賢

滋賀県 竹内晴久

和歌山県
奈良県

京都府 横山長尚

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

広島県 大谷博国
岡山県 宮武孝昭
島根県 岡栄二郎 山口研二
鳥取県 　　8/28

山口県 小熊坂孝司

徳島県 　7/9 死去
　斎藤裕道

　　8/28
　岡田健次

香川県 大内泰雄
愛媛県 小泉泰方 　　8/28 中野英文
高知県 藤近　馨 刈谷喜明

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

福岡県 丸山道和

佐賀県 竹下敏昭 中原正博
長崎県 岩永徳二
熊本県

大分県 6/12

宮崎県 佐藤達夫
鹿児島県 比良田輝明

員
外

理事長
専務理事 山本領
常務理事&理事

監事 奥野和夫

※矢印は在任期間 理事長　　　　/ 副理事長　　　/ 専務理事　　　/ 常務理事　　　/ 理事　　　　/ 監事　　　　/ 県理事長（協同
組合を含む）



60

全菓連歴代役員並びに各県組合理事長在任一覧
総会開催日

都道府県名
平成 30 年 令和元年 令和 ２年 令和 ３年 令和 ４年 令和 ５年 令和 ６年 令和 7年
6/12・同 6/11・同 6/9・同 6/8・同 6/7・同 6/6・同 6/4・同 6/20・同

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

北海道

青森県 佐藤文雄 若山忠義
岩手県 菊地清
宮城県 近江貴生
秋田県
山形県 鈴木隆一

福島県

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

東京都
江川清志

茨城県 大槻和行 8/20
栃木県

群馬県 石川久行 沼尻好彦

埼玉県 中野英幸
千葉県 宮島淳郎 池田尚史
神奈川県 坂倉真人

山梨県

長野県 手塚宏行
8/20

新潟県

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

愛知県 後藤敬
岐阜県 澤田誠

三重県

静岡県 土井宣博
富山県 渡邉克明 松井敏幸
石川県 浦田東一
福井県

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

大阪府

兵庫県 西村欣祐
10/19

滋賀県 10/19
和歌山県 10 月逝去　 

　　中井啓介 森山昌彦

奈良県

京都府

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

広島県
岡山県
島根県 林不動 福田正義
鳥取県
山口県 粟屋克昭 坪野恒幸

徳島県 谷内清高 和田茂夫

香川県 吉岡啓志
愛媛県 岡田淳一
高知県 梅原朗

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

福岡県 秋丸真一郎
佐賀県
長崎県 本田時夫
熊本県

大分県 梅田一弘

宮崎県 上野正光
鹿児島県 岩田英明

員
外

理事長
専務理事 吉田竹志
常務理事&理事

監事

※矢印は在任期間 理事長　　　　/ 副理事長　　　/ 専務理事　　　/ 常務理事　　　/ 理事　　　　/ 監事　　　　/ 県理事長（協同
組合を含む）



《 資 料 編 》
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創立 15 周年の記録

《創立 15 周年記念式典》
◯ 創立 15 周年は下記にて式典を開催しました。
　 １　日時　昭和 55 年 3 月 19 日
　 ２　場所　帝国ホテル
　 ３　大平正芳総理がご臨席され、挨拶を頂きました。
　 ４　参列者　500 名

◯ 記念誌を発行しました。
　 　「協調・調和　15 の年輪」
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創立 35 周年の記録

◯ 創立 35 周年は、平成 12 年３月にタイトルを「誕生・そして未来へ」とする
　 記念誌を発行しました。
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創立 40 周年の記録・式典写真

◯ 創立 40 周年は下記にて式典を開催しました。
　 １　日時　平成 17 年５月 16 日　（月）　午後２時 15 分
　 ２　場所　東京會館 11 階シルバー
　 ３　島村宜伸農林水産大臣のご臨席を賜りご挨拶を頂きました。
　 ４　参列者　300 名

式
典

島村農水大臣ご挨拶
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創立 40 周年式典の次第・記念誌
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創立 50 周年の記録・式典写真

◯ 創立 50 周年は下記にて式典を開催しました。
　 １　日時　平成 27 年１月８日　（月）　午前 11 時 30 分
　 ２　場所　東京會館 12 階ロイヤル
　 ３　甘利明経済担当大臣のご臨席を賜りご挨拶を頂きました。
　 ４　参列者　200 名

甘利経済担当大臣臣ご挨拶

式典
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創立 50 周年式典の次第・記念誌
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全菓連傘下組合員
アンケート調査の概要

調 査 時 期：令和７年 10～ 11月
調 査 対 象：９月時点で都道府県菓子工業組合に加入している

全組合員（約 7,600 社）
有効回答数：2,228社（回答率　約29％）

・ 2007 年 9 月現在の傘下組合員にアンケートを実施し、2,228 社（約 29％）から回答を得た。
・ 会社形態は、個人事業が最も多く 39％。ついで株式会社が 33％、有限会社が 25％となっている。
・ 設立年代は、江戸時代から令和まで多岐にわたるが、最も多いのは昭和の戦後（1950 年代～ 60

年代）が約半数を占めている。

都道府県
組合員数

都道府県
組合員数

2025年
9月 回答数 2025年

9月 回答数

北 海 道 196 60 大 阪 府 525 140
青 森 県 114 29 兵 庫 県 173 45
岩 手 県 170 51 滋 賀 県 96 28
宮 城 県 138 38 和歌山県 89 32
秋 田 県 97 29 奈 良 県 79 22
山 形 県 151 43 京 都 府 460 120
福 島 県 182 43 広 島 県 207 59
東 京 都 86 36 岡 山 県 104 33
茨 城 県 103 30 島 根 県 90 34
栃 木 県 249 65 鳥 取 県 50 15
群 馬 県 149 36 山 口 県 120 40
埼 玉 県 77 30 徳 島 県 70 20
千 葉 県 179 46 香 川 県 97 25
神奈川県 227 74 愛 媛 県 129 38
山 梨 県 62 16 高 知 県 49 9
長 野 県 357 81 福 岡 県 154 49
新 潟 県 276 92 佐 賀 県 74 20
愛 知 県 392 115 長 崎 県 187 60
岐 阜 県 194 68 熊 本 県 136 32
三 重 県 211 78 大 分 県 88 22
静 岡 県 259 72 宮 崎 県 58 16
富 山 県 163 38 鹿児島県 150 47
石 川 県 228 94 不 　 明 0 7
福 井 県 175 51 合　計 7,620 2,228

回答率（％） 29％

組合員の法人形態

組合員の設立年代

株式会社
732
33％

有限会社
558
25％

個人事業
861
39％

その他、77
3％

ｎ＝
2,228

ｎ＝
2,228

大正・昭和（戦前）、
309、14％

昭和（戦後）、
1，077、
49％

平成、315、
14％

令和、49、
2％ 不明・その他、

251、
11％

江戸時代以前、72、
3％ 明治時代、

155、7％
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・ 直近年度の年間売上高は、1,000 万円未満が約２割。3,000 万円未満で約半数を占める。
・ 一方、年間２億円以上売り上げる経営も約２割存在する。
・ 組合員の８割以上が適格請求書（インボイス）発行事業者となっているが、年間売上 1,000 万円

未満層では、約３割となっている。

・ 常用雇用者数は、５人未満が４割を占めており、10 人未満で約６割となっている。
・ 常用従業者数の平均は、約 43 名。うち正社員が平均 21.8 名であった。
・ 外国人従業員は、総数約 3,200 人となっており、うち 1,100 名余が特定技能就労者、400 名余

が技能実習生であった。
・ 新たな育成就労制度を「使いたい」とする企業は、全体では７％程度にとどまるが、従業員 30 人

以上の企業では、２割程度が「使いたい」としている。

適格請求書
発行事業者か？ はい いいえ 不明 合計 はい

比率
合　計 1,813 348 67 2,228 81%

年
間
売
上
額

1,000万円未満 143 278 16 437 33%
1,000～1,999万円 327 32 7 366 89%
2,000～2,999万円 227 16 7 250 91%
3,000～4,999万円 208 5 7 220 95%
5,000〜9,999万円 261 5 7 273 96％
１億円〜２億円未満 207 2 6 215 96％
２億円以上 425 4 8 437 97%
不　明 15 6 9 30 50%

年間売上額別組合員数

全国菓子工業組
合連合会 60 周
年記念・組合員
調査の結果概要

回答数

常用従業者数 外国人従業員 育成就労制度（新制度）
の利用意向

うち
正社員

うち
特定技能就労者

うち
技能実習生

使
い
た
い

使
う
予
定

は
な
い

無
回
答総数 平均 総数 平均 総数 平均 総数 平均 総数 平均

5人未満 969 43% 2,198 2 978 1.7 83 0.2 26 0.2 2 0.0 15 657 297
10人未満 388 17% 2,550 7 1,094 3.2 14 0.1 16 0.2 0 0.0 20 266 102
20人未満 274 12% 3,701 14 1,712 6.5 64 0.3 30 0.4 5 0.1 25 175 74
30人未満 132 6% 3,037 23 1,477 12 68 0.7 44 0.9 6 0.1 19 85 28
50人未満 120 5% 4,412 37 2,148 18 82 0.8 13 0.3 24 0.6 23 69 28
100人未満 134 6% 9,332 70 4,804 38 293 2.4 127 2.5 63 1.3 19 75 40
200人未満 60 3% 8,044 134 4,024 75 228 4.4 110 4.4 74 3.4 12 35 13
200人以上 79 4% 59,278 750 20,454 320 2,444 33.5 791 19.8 241 7.1 14 49 16

不　明 72 3% 0 34 3.8 0 0.0 2 0.4 0 0.0 3 34 35
合計/平均 2,228 100% 92,552 43 36,725 21.8 3,276 2.3 1,159 2.2 415 0.9 150 1,445 633

1,000万未満、
437、
20％

1,000～1,999万円、
366、16％

2,000～2,999万円、
250、11％

3,000～4,999万円、
220、10％

5,000～
9,999万円、
273、12％

1億～２億円未満、
215、10％

2億円以上、
437、
20％

不明、30、1％
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・ キャッシュレス決済へは、過半の（55％）が何らかの決済手段に対応している。
・ 対応しているキャッシュレスの種類は、「カード決済」が 877 社（39％）、電子マネーが 585 社
（26％）、コード決済が 723 社（32％）となっている。

・ 売上高階層別には、年間売上高 1,000 万円未満層で、対応済みが約３割となっているほかは、お
おむね５～７割が対応済みとなっている。

・ 一方、タッチ決済への対応は、3,000 万円未満層で２割未満にとどまっており、3,000 万円以上
層でも３割程度にとどまるなど、まだ普及途上にある。

キャッシュレス決済への対応状況

1400120010008006004002000

各種対応
計1,225（55％）

種類不明

コード決済

電子マネー

カード決済

（回答総数　2,228）

34（2％）

723（32％）

585（26％）

877（39％）

年間売上別キャッシュレスに「対応している」数
タッチ決済

合計

対
応
し
て
い
る
割
合

カ
ー
ド
決
済

電
子
マ
ネ
ー
決
済

コ
ー
ド
決
済

対応している割合

カ
ー
ド
決
済

電
子
マ
ネ
ー
決
済

コ
ー
ド
決
済

対
応
済
数

対
応
済
割
合

直
近
年
度
の
年
間
売
上
高

1,000万円未満 123 28% 48 31 85 11% 7% 19% 19 4%

1,000～1,999万円 193 53% 99 66 117 27% 18% 32% 52 14%

2,000～2,999万円 152 61% 89 57 97 36% 23% 39% 46 18%

3,000～4,999万円 145 66% 103 61 89 47% 28% 40% 65 30%

5,000〜9,999万円 185 68% 155 103 108 57% 38% 40% 75 27%

１億円〜２億円未満 148 69% 130 87 93 60% 40% 43% 71 33%

２億円以上 268 61% 246 174 124 56% 40% 28% 106 24%

不　明 11 37% 7 6 10 23% 20% 33% 4 13%

合　計 1225 55% 877 585 723 39% 26% 32% 438 20%
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・ 現 在 利 用 中 の
キャッシュレス決
済の利用料率につ
い て は、「3.0 ～
3.5％」とする組合
員が最も多くなっ
ている。

・ その割合は、「カー
ド決済」と「電子
マネー決済」では
約半数、「コード決
済」でも約３割と
なっている。

・ 主な製造品目では、
和生菓子が最も多
く、約３分の２の
組合員が製造して
いる。

・ 次いで、洋生菓子の
30％、米菓、せん
べいの各６％など
となっている。

・ 主な販路では、約８
割が自店舗販売（小
売）を行っており、
次いで約半数が卸
売りを行っている。

・ EC や通販の割合は
22％、百貨店や量
販店の割合は 20％
となっている。

・ 利用しているＥＣ
サイトとしては、自
社サイトの利用が
最も多く（64％）、
次いで「楽天」が
21％となっている。

・ 輸出に関しては、現
在７％が輸出「あ
り」としており、他
に 10％が「今は無
いが、将来的には
検討」としている。

1600
1400
1200
1000
800
600
400
200

0
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム

チ
ョ
コ
レ
ー
ト

飴
菓
子

米
菓

ビ
ス
ケ
ッ
ト

せ
ん
べ
い

洋
生
菓
子

和
生
菓
子

そ
の
他

油
菓
子

ス
ナ
ッ
ク
菓
子

5%
103

5%
102 0%

4

6%
127

4%
78

6%
134

67%
1500

30%
665

1%
19

3%
64

22%
487

n＝2,228
主な製造品目

現在利用中の決済手段の利用利率
～
１・５

１・５
～２・０

２・０
～２・５

２・５
～３・０

３・０
～３・５

３・５
～４・０

４・０
～

カード決済
16 7 43 41 178 25 29
5% 2% 13% 12% 53% 7% 9%

電子マネー決済
14 2 18 48 115 20 15
6% 1% 8% 21% 50% 9% 6%

コード決済
22 76 58 54 116 10 42
6% 20% 15% 14% 31% 3% 11%

卸
売

自
店
舗（
小
売
り
）

百
貨
店

量
販
店

Ｅ
Ｃ

通
販

観
光

土
産
需
要

そ
の
他

→利用 EC サイト
（n＝498）

自
社
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

楽
天

Ａ
ｍ
ａ
ｚ
о
ｎ

そ
の
他

1,137 1,769 450 498 374 154 321 105 66 95
51% 79% 20% 22% 17% 7% 64% 21% 13% 19%

主な販売経路とその割合（複数選択可）
n＝2,228

輸出の有無・今後の意向
あり なし 今は無いが、

将来的には検討
総輸出額

（百万円）
平均輸出額
（百万円 輸出件数

158 1,638 227
9,551 74.6 128

7% 74% 10%



72

　お菓子は生活のうるおいや団欒、贈答・地域の文化にとって大切なもの、その種類、楽し
み方もさまざまです。
　デザインの中の 11 個の円は、和菓子、洋菓子、せんべい、あめ・砂糖菓子、豆菓子、おこし、
甘納豆、チョコレート、ビスケット、スナック菓子、チュウインガムの 11 のお菓子の集ま
りを示しています。
　その中心に菓子の総称である英語「コンフェクショナリー」（Confectionary）の頭文字の
「C」を配置しました。
　横串でつながる 5つの円は、日本のもっとも伝統的でポピュラーなお菓子である団子を表
すとともに、各県菓子工業組合が団結する連合会を象徴しています。
　全体としては、お菓子のシンボルである「橘の花」をシンボライズしており、中心のゴー
ルドとConfectionary の頭文字の「C」が雄しべ、雌しべ、周りの白丸が花弁を象徴しています。

全菓連シンボル・マークのデザインコンセプト

全菓連徽章全国菓子工業組合連合会

デザイン：池田政治東京藝術大学名誉教授



住　所
　〒107－0062
　東京都港区南青山 5－12－4
　全菓連ビル 3 階
　TEL 03－3400－8901
　FAX 03－3407－5486
　https://zenkaren.net/
　e-mail:okasi@zenkaren.net

60周年記念誌

全国菓子工業組合連合会

令和８年６月発行
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